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I ᶓ὾ᅜ❧大学大学㝔⎔ቃ᝟ሗ学ᗓのᴫせ

１ ༤ኈㄢ⛬タ⨨㊃᪨
２１ୡ⣖において、ୡ⏺඲యが┤㠃しており、その対ᛂがồめられている課㢟は、ᣢ続ⓗに発ᒎする

Ᏻ඲でᛌ適な♫఍のᐇ⌧、すなࡕࢃ「Ᏻᚰ・Ᏻ඲なᣢ続可能♫఍の๰生」であるとされています。環境

に対するᤊえ方においては、数ከくのศ㔝の㛵ࢃりが㔜要であり、ศ㔝のᯟ⤌ࡳを㉺えたಠ▔ⓗな▱㆑

の㔜要ᛶがቑしています。

上記に㛵ࢃる♫఍ⓗ課㢟をゎỴするために、環境情報学府では「環境」と「情報」を基㍈に、Ᏻᚰ・

Ᏻ඲なᣢ続可能♫఍の๰生を┠ᣦして、学㝿ⓗな文理⼥合・異ศ㔝⼥合のᩍ⫱◊✲を行います。その基

㍈の１ࡘである「環境」をḟの３ࡘのഃ㠃が不可ศに㔜なりあったものとᤊえ、それぞれに対ᛂするᑓ

ᨷを置いています。

ேᕤ環境 がసる環境ࣀとࣔࢺࣄ

自↛環境 自↛が提౪する環境

情報環境 情報がసり上ࡆる環境

もࡘ１࠺の基㍈である「情報」にࡘいては、⊃⩏の情報⛉学ࡸ情報ᕤ学ศ㔝にと࡝まらず、ᗈく情報

学の立場から環境情報学府の඲ศ㔝を㈏くものと⪃えます。

環境情報学府では、前㏙の３ࡘの環境の┦஫స用が生ࡳ出す情報に基࡙き、理⣔・文⣔のᯟを㉺えて、

᪂たな♫఍ⓗ౯್を๰生し、ᵝࠎなศ㔝で、Ᏻᚰ・Ᏻ඲なᣢ続可能♫఍のᵓ⠏に㈉⊩できるேᮦを㣴成

します。更に、ಶࠎのᑓ㛛ศ㔝に≉໬した▱㆑ࡸᢏ能をഛえࡘࡘも、ศ㔝を㉺えたࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙン

の行えるຊ㔞をもったேᮦの⫱成をᐇ⌧します。

༤ኈ課程前期においては、ᣢ続可能な♫఍及び自↛環境、ඛ➃ⓗな情報学に㛵する文理⼥合ᩍ⫱をᐇ

㊶し、ࣜスࢡඹ生学の◊✲成ᯝに基࡙いた▱㆑ࡸᢏ⾡を࣋ࣀ࢖ーシࣙンに⧅ࡆて♫఍でά㌍できる㧗度

ᑓ㛛⫋業ேを⫱成します。༤ኈ課程後期においては、更に㧗度なᑓ㛛ᩍ⫱及びศ㔝横断ⓗかࡘ文理⼥合

ᩍ⫱と、自らの◊✲ά動を通して、環境⣔・情報⣔・ே文♫఍⣔にᗈく㛵ࢃる課㢟を発見及びゎỴし、

理⣔・文⣔のᯟを㉺えた᪂たな♫఍ⓗ౯್を๰生することで、Ᏻᚰ・Ᏻ඲なᣢ続可能♫఍のᵓ⠏に㈉⊩

するとともに、そのศ㔝を≌引できるࣜーダーⓗなேᮦを⫱成します。

２ ᑓᨷ࡜教⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ
環境情報学府には、ேᕤ環境ᑓᨷ、自↛環境ᑓᨷ、情報環境ᑓᨷの３ࡘのᑓᨷがあり、ྛᑓᨷには、

それぞれ３ࡘのᩍ⫱ࣉロࣛࢢムがあります。ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムは、ྛᑓᨷにおいて取得する学位の種類に

ᛂじて設ᐃされた授業⛉┠（௨下「⛉┠」とい࠺。）の履修の௙方であり、履修可能な⛉┠⩌と修了に

必要な༢位がᐃめられています。ྛ学生は、入学時に、履修するᩍ⫱ࣉロࣛࢢム及び取得する学位をᐃ

めます。ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムは、それぞれの学位を取得したேᮦが࡝のよ࠺なᑓ㛛ᛶをᣢ࡝、ࡕのよ࠺な▱

㆑とᢏ能を修得しているのかを明☜に示すために設ᐃされています。

－ 3 －
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༤ኈㄢ⛬๓ᮇ

ᑓᨷྡ ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム（取得できる学位）

ேᕤ環境ᑓᨷ

ேᕤⓗなᵓ㐀≀によってᵓ成さ

れる㒔ᕷࡸ⏘業ࣛࣉンࢺにຍえ、

そこでᬽらすேࠎのႠࡸࡳᆅᇦ

♫఍との㛵係までをど㔝に入れ、

によってసられる環ࣀとࣔࢺࣄ

境であるேᕤ環境においてᣢ続

可能♫఍を๰生する㝿に必要な

Ᏻᚰ・Ᏻ඲を☜ಖするためのඛ➃

ⓗかࡘᐇ㊶ⓗ、ᕤ学ⓗなᢏ⾡にຍ

え、それを♫఍ᐇ⿦する上でゎỴ

す࡭きၥ㢟な࡝を᥈ồできるே

ᮦを⫱成する。

Ᏻ඲環境ᕤ学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(ᕤ学))

㒔ᕷࡸ⏘業ࣛࣉン࢖、ࢺンࢠࣝࢿ࢚、ࣛࣇーステーシࣙンな࡝の設ィ

Ᏻ඲ᕤ学ⓗな、࡝かな復ᪧなࡸ㏿ࡸ㑊㞴⤒㊰の☜ಖࡸ⟇⅏ᐖ時の対ࡸ

どⅬでᏳᚰ・Ᏻ඲を᳨ウできる▱㆑とᢏ能をഛえたேᮦを⫱成する。

環境学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(環境学))

Ᏻ඲ᕤ学ⓗなᢏ⾡を♫఍ᐇ⿦するために、これらのᢏ⾡に㛵する༑ศ

な▱㆑に基࡙いてࣜスࢡをホ౯し、法ไ໬ࡸᨻ⟇立᱌へとࡘなࡆてい

くことのできるேᮦを⫱成する。

♫఍環境ࣉロࣛࢢム(修ኈ(学⾡))

ேᕤ環境の中でᬽらすேࠎのႠࡳに注┠して、௻業⤒Ⴀࡸ自἞యの在

り方、⚟♴ࡸ健康にも㓄៖して、Ᏻᚰ・Ᏻ඲を⪃えるேᮦを⫱成する。

自↛環境ᑓᨷ

ே間♫఍をᣢ続可能なものにす

るためには、その基┙となる自↛

環境のᣢ続可能ᛶࡸᏳ඲☜ಖに

㛵する▱見が必要である。生命環

境の฼用・ಖ඲、中長期ⓗな生ែ

⣔のᣢ続可能ᛶのࡳならず、ᆅ⌫

ྐⓗな環境のኚ໬にࡘいての理

ゎからᆅᇦఫẸとの㛵ࢃりまで

をど㔝に入れた▱㆑とᢏ能を修

得したேᮦを⫱成する。

生ែ学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(環境学))

⚾たࡕを取りᕳく自↛環境のಖ඲、⥔ᣢ、ᅇ復を⪃えるためには、も

とより生ែ学・生命⛉学の▱㆑が㔜要である。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムで

は、自↛とのඹᏑを図りながら、ᆅᇦ♫఍ࡸୡ⏺のᣢ続可能ᛶを☜ಖ

するために必要な生ែ学の▱㆑とᢏ能を修得したேᮦを⫱成する。

ᆅ⌫⛉学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(理学))

㏆年の⃭໬する気ೃኚ動、それにక࠺大⅏ᐖࡸᆅ㟈な࡝、⚾たࡕの環

境のᏳᚰ・Ᏻ඲を᰿ᮏからそすよ࠺な出᮶事もከく、⃭ኚする自↛環

境に対してᆅ⌫⛉学・生命⛉学の理ゎとそれらに基࡙いた対⟇を᳨ウ

する必要がある。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、その対⟇にᐤ୚できる⛉

学ⓗな▱見に⢭通したேᮦを⫱成する。

環境学⾡ࣉロࣛࢢム(修ኈ(学⾡))

Future Earthᵓ᝿の中で୺ᙇされているよ࠺に、ᆅ⌫つᶍの環境ၥ㢟

は生ែ学、生命⛉学、ᆅ⌫⛉学の◊✲⪅だけでゎỴできることではな

く、ᵝࠎなステーࣝ࣍ࢡダーも取り込んだ超学㝿ⓗな◊✲が必要であ

る。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、生ែ⣔をᏲるための法ไ度ࡸᆅᇦఫẸ

との㛵ࢃりな࡝にも㓄៖した自↛環境⟶理の在り方をᵓ᝿・提᱌でき

るேᮦを⫱成する。

情報環境ᑓᨷ

ᣢ続可能♫఍におけるᏳᚰ・Ᏻ඲

を☜ಖするためには、⚾たࡕを取

りᕳく情報の在り方、ࡘまり「情

報環境」に┠をྥける必要があ

る。情報環境に㛵して、ඛ➃ⓗな

情報ᢏ⾡ࡸ情報システムのセ࢟

ࣗࣜテ࢕のࡳならず、大㔞の情報

にྥき合࠺ே間の᭷りᵝに対す

る理ゎࡸ数理ⓗなࢹータゎᯒの

方法にも⢭通したேᮦを⫱成す

る。

情報学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(情報学))

IoTࡸ AIな࡝、情報環境をసり上ࡆるඛ㐍ⓗなᢏ⾡ࡸ情報セ࢟ࣗࣜテ

を開発できる▱㆑とᢏ能をഛ࡝ーࣝなࢶ情報システムをά用する、࢕

えたேᮦを⫱成する。

数理⛉学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(理学))

情報環境の中で日ࠎ⵳✚されていくࢹࢢࢵࣅータのゎᯒを行࠺ために

は、従᮶の⤫ィ学にຍえ、⌧௦数学の手法にも⢭通したேᮦが㔜要で

あるとゝࢃれている。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、そのよ࠺な⌧௦数学

を中ᚰにከくの数理⛉学ⓗ手法を修得したேᮦを⫱成する。

情報学⾡ࣉロࣛࢢム(修ኈ(学⾡))

情報ᢏ⾡において不可Ḟなゝㄒฎ理のཎ理を提౪する理論ゝㄒ学ࡸ、

ேᕤ環境・自↛環境におけるྛ種の⌧㇟を明らかにする数理シ࣑ࣗࣞ

ーシࣙンな࡝、ከศ㔝との㛵連を見ᤣえた情報学・数理⛉学をά用で

きるேᮦを⫱成する。

－ 4 －
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༤ኈㄢ⛬๓ᮇ

ᑓᨷྡ ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム（取得できる学位）

ேᕤ環境ᑓᨷ

ேᕤⓗなᵓ㐀≀によってᵓ成さ

れる㒔ᕷࡸ⏘業ࣛࣉンࢺにຍえ、

そこでᬽらすேࠎのႠࡸࡳᆅᇦ

♫఍との㛵係までをど㔝に入れ、

によってసられる環ࣀとࣔࢺࣄ

境であるேᕤ環境においてᣢ続

可能♫఍を๰生する㝿に必要な

Ᏻᚰ・Ᏻ඲を☜ಖするためのඛ➃

ⓗかࡘᐇ㊶ⓗ、ᕤ学ⓗなᢏ⾡にຍ

え、それを♫఍ᐇ⿦する上でゎỴ

す࡭きၥ㢟な࡝を᥈ồできるே

ᮦを⫱成する。

Ᏻ඲環境ᕤ学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(ᕤ学))

㒔ᕷࡸ⏘業ࣛࣉン࢖、ࢺンࢠࣝࢿ࢚、ࣛࣇーステーシࣙンな࡝の設ィ

Ᏻ඲ᕤ学ⓗな、࡝かな復ᪧなࡸ㏿ࡸ㑊㞴⤒㊰の☜ಖࡸ⟇⅏ᐖ時の対ࡸ

どⅬでᏳᚰ・Ᏻ඲を᳨ウできる▱㆑とᢏ能をഛえたேᮦを⫱成する。

環境学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(環境学))

Ᏻ඲ᕤ学ⓗなᢏ⾡を♫఍ᐇ⿦するために、これらのᢏ⾡に㛵する༑ศ

な▱㆑に基࡙いてࣜスࢡをホ౯し、法ไ໬ࡸᨻ⟇立᱌へとࡘなࡆてい

くことのできるேᮦを⫱成する。

♫఍環境ࣉロࣛࢢム(修ኈ(学⾡))

ேᕤ環境の中でᬽらすேࠎのႠࡳに注┠して、௻業⤒Ⴀࡸ自἞యの在

り方、⚟♴ࡸ健康にも㓄៖して、Ᏻᚰ・Ᏻ඲を⪃えるேᮦを⫱成する。

自↛環境ᑓᨷ

ே間♫఍をᣢ続可能なものにす

るためには、その基┙となる自↛

環境のᣢ続可能ᛶࡸᏳ඲☜ಖに

㛵する▱見が必要である。生命環

境の฼用・ಖ඲、中長期ⓗな生ែ

⣔のᣢ続可能ᛶのࡳならず、ᆅ⌫

ྐⓗな環境のኚ໬にࡘいての理

ゎからᆅᇦఫẸとの㛵ࢃりまで

をど㔝に入れた▱㆑とᢏ能を修

得したேᮦを⫱成する。

生ែ学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(環境学))

⚾たࡕを取りᕳく自↛環境のಖ඲、⥔ᣢ、ᅇ復を⪃えるためには、も

とより生ែ学・生命⛉学の▱㆑が㔜要である。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムで

は、自↛とのඹᏑを図りながら、ᆅᇦ♫఍ࡸୡ⏺のᣢ続可能ᛶを☜ಖ

するために必要な生ែ学の▱㆑とᢏ能を修得したேᮦを⫱成する。

ᆅ⌫⛉学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(理学))

㏆年の⃭໬する気ೃኚ動、それにక࠺大⅏ᐖࡸᆅ㟈な࡝、⚾たࡕの環

境のᏳᚰ・Ᏻ඲を᰿ᮏからそすよ࠺な出᮶事もከく、⃭ኚする自↛環

境に対してᆅ⌫⛉学・生命⛉学の理ゎとそれらに基࡙いた対⟇を᳨ウ

する必要がある。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、その対⟇にᐤ୚できる⛉

学ⓗな▱見に⢭通したேᮦを⫱成する。

環境学⾡ࣉロࣛࢢム(修ኈ(学⾡))

Future Earthᵓ᝿の中で୺ᙇされているよ࠺に、ᆅ⌫つᶍの環境ၥ㢟

は生ែ学、生命⛉学、ᆅ⌫⛉学の◊✲⪅だけでゎỴできることではな

く、ᵝࠎなステーࣝ࣍ࢡダーも取り込んだ超学㝿ⓗな◊✲が必要であ

る。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、生ែ⣔をᏲるための法ไ度ࡸᆅᇦఫẸ

との㛵ࢃりな࡝にも㓄៖した自↛環境⟶理の在り方をᵓ᝿・提᱌でき

るேᮦを⫱成する。

情報環境ᑓᨷ

ᣢ続可能♫఍におけるᏳᚰ・Ᏻ඲

を☜ಖするためには、⚾たࡕを取

りᕳく情報の在り方、ࡘまり「情

報環境」に┠をྥける必要があ

る。情報環境に㛵して、ඛ➃ⓗな

情報ᢏ⾡ࡸ情報システムのセ࢟

ࣗࣜテ࢕のࡳならず、大㔞の情報

にྥき合࠺ே間の᭷りᵝに対す

る理ゎࡸ数理ⓗなࢹータゎᯒの

方法にも⢭通したேᮦを⫱成す

る。

情報学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(情報学))

IoTࡸ AIな࡝、情報環境をసり上ࡆるඛ㐍ⓗなᢏ⾡ࡸ情報セ࢟ࣗࣜテ

を開発できる▱㆑とᢏ能をഛ࡝ーࣝなࢶ情報システムをά用する、࢕

えたேᮦを⫱成する。

数理⛉学ࣉロࣛࢢム(修ኈ(理学))

情報環境の中で日ࠎ⵳✚されていくࢹࢢࢵࣅータのゎᯒを行࠺ために

は、従᮶の⤫ィ学にຍえ、⌧௦数学の手法にも⢭通したேᮦが㔜要で

あるとゝࢃれている。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、そのよ࠺な⌧௦数学

を中ᚰにከくの数理⛉学ⓗ手法を修得したேᮦを⫱成する。

情報学⾡ࣉロࣛࢢム(修ኈ(学⾡))

情報ᢏ⾡において不可Ḟなゝㄒฎ理のཎ理を提౪する理論ゝㄒ学ࡸ、

ேᕤ環境・自↛環境におけるྛ種の⌧㇟を明らかにする数理シ࣑ࣗࣞ

ーシࣙンな࡝、ከศ㔝との㛵連を見ᤣえた情報学・数理⛉学をά用で

きるேᮦを⫱成する。
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༤ኈㄢ⛬ᚋᮇ

ᑓᨷྡ ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム（取得できる学位）

ேᕤ環境ᑓᨷ

⏘業ࣛࣉン࢖、ࢺンࣛࣇ、ᆅᇦ♫

఍な࡝、ᣢ続可能♫఍におけるᏳ

ᚰ・Ᏻ඲を☜ಖするためのᕤ学ⓗ

ᢏ⾡ࡸそれを♫఍ᐇ⿦するため

の方法に㛵するඛ➃ⓗな▱㆑と

ᢏ能をഛえた上で、β なᑓ㛛ศࠎ

㔝の▱見ࡸステーࣝ࣍ࢡダーに

も㓄៖して、♫఍におけるᏳᚰ・

Ᏻ඲を☜ಖする᪂しいシステム

出し、自らのᑓࡳスを生ࣅーࢧࡸ

㛛ศ㔝を≌引していけるேᮦを

⫱成する。

Ᏻ඲環境ᕤ学ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(ᕤ学))

㒔ᕷࡸ⏘業ࣛࣉン࢖、ࢺンࢠࣝࢿ࢚、ࣛࣇーステーシࣙンな࡝の設ィ

かな復ᪧ、更には᪂ᢏ⾡の᥎ࡸ㏿ࡸ㑊㞴⤒㊰の☜ಖࡸ⟇⅏ᐖ時の対ࡸ

㐍な࡝、ேᕤ環境におけるᏳ඲を☜ಖするためのᕤ学ⓗな㧗度ᑓ㛛ⓗ

▱㆑を᭷し、ඛ➃ⓗな◊✲を行えるேᮦを⫱成する。

環境学ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(環境学))

ேᕤ環境と♫఍環境に㓄៖した⛉学ᢏ⾡の♫఍ᐇ⿦ࡸ法ไ໬に㛵する

㧗度ᑓ㛛▱㆑を᭷し、ேがࡘくり出す環境によるởᰁࡸ課㢟等のᐇែ

。に㛵するඛ➃ⓗな◊✲を行えるேᮦを⫱成する࡝そのᙳ㡪なࡸ

♫఍環境ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(学⾡))

♫఍環境に㛵する㧗度ᑓ㛛▱㆑を᭷し、ேᕤ環境の中でᬽらすேࠎの

Ⴀࡳに注┠するとともに⚟♴ࡸ健康にも㓄៖した௻業⤒Ⴀࡸ自἞యの

在り方な࡝にࡘいて、ඛ➃ⓗな◊✲を行えるேᮦを⫱成する。

自↛環境ᑓᨷ

ே間♫఍をᣢ続可能なものにす

るためには、その基┙となる自↛

環境のᣢ続可能ᛶࡸᏳ඲☜ಖに

㛵する㧗度でᑓ㛛ⓗな▱見が必

要である。生命環境ࡸ生命⌧㇟の

᥈ồ・฼用、生ែ⣔の中長期ⓗな

ᣢ続可能ᛶの᥈ồとそのᒎ望、ᆅ

⌫ྐⓗな環境ኚ໬ࡸᆅ⌫῝㒊ま

でもྵめたᆅ⌫の㧗度な理ゎ、更

に自↛環境とᆅᇦఫẸとの♫఍

ⓗ㛵ࢃりの᥈ồな࡝を基♏とし㺂

ேと自↛の㛵係におけるၥ㢟Ⅼ

を㧗度なᑓ㛛ᛶに立って⪃ᐹし、

そのゎỴ⟇を提示できるᑓ㛛▱

㆑とᑓ㛛ᢏ能を修得したேᮦを

⫱成する。

生ែ学ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(環境学))

⚾たࡕを取りᕳく自↛環境のಖ඲、⥔ᣢ、ᅇ復を⪃えるためには、も

とより生ែ学ࡸ生命⛉学の㧗度なᑓ㛛▱㆑が必要である。このᩍ⫱ࣉ

ロࣛࢢムでは、自↛とのඹᏑを図りながら、ᆅᇦ♫఍ࡸୡ⏺のᣢ続可

能ᛶを☜ಖするために必要な生ែ学を中ᚰとし生命⛉学ࡸᆅ⌫⛉学の

ᑓ㛛ᛶをも取り込んだ㧗度な▱㆑とᢏ能を修得したேᮦを⫱成する。

ᆅ⌫⛉学ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(理学))

㏆年の⃭໬する気ೃኚ動ࡸከ発する大ᆅ㟈にక࠺大⅏ᐖな࡝、⚾たࡕ

の環境のᏳᚰ・Ᏻ඲を᰿ᮏからそすよ࠺な出᮶事がከ発し、これらの

⃭ኚする自↛環境に対してᆅ⌫⛉学ࡸ生命⛉学の㧗度な理ゎと生ែ学

をも取り入れた、ከᵝなᑓ㛛▱㆑に基࡙いた自↛⌧㇟の᥈ồを行࠺必

要がある。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、その᥈ồにᐤ୚できる㧗度な⛉

学ⓗ▱見に⢭通したேᮦを⫱成する。

環境学⾡ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(学⾡))

Future Earthᵓ᝿の中で୺ᙇされているよ࠺に、ᆅ⌫つᶍの環境ၥ㢟

は生ែ学、生命⛉学、ᆅ⌫⛉学の◊✲⪅だけでゎỴできることではな

く、ᵝࠎなステーࣝ࣍ࢡダーも取り込んだ超学㝿ⓗな㧗度な◊✲が必

要である。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、生ែ⣔をᏲるための法ไ度ࡸᆅ

ᇦఫẸとの㛵ࢃりな࡝にも㓄៖した自↛環境⟶理の在り方を、㧗度な

ᑓ㛛ⓗ▱見に基࡙いて᥈ồ・ᵓ᝿・提᱌できるேᮦを⫱成する。

情報環境ᑓᨷ

ᣢ続可能♫఍におけるᏳᚰ・Ᏻ඲

を☜ಖするためには、⚾たࡕを取

りᕳく情報の在り方、ࡘまり「情

報環境」に┠をྥける必要があ

る。情報セ࢟ࣗࣜテ࢕、IoT、AI、

⾡情報ᢏ、࡝ータゎᯒなࢹࢢࢵࣅ

と数理⛉学に㛵するඛ➃ⓗな▱

㆑とᢏ能をഛえた上で、「情報」

が生ࡳ出す᪂しい♫఍ⓗな౯್

と意࿡を理ゎし、それを⌧ᐇ♫఍

におけるシステムࢧࡸーࣅスの

๰出にࡘなࡆ、更に᪂しい情報ᢏ

数理⛉学ⓗゎᯒ手法を開発ࡸ⾡

し、自らのᑓ㛛ศ㔝を≌引してい

けるேᮦを⫱成する。

情報学ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(情報学))

IoTࡸ AIな࡝、情報環境をసり上ࡆるඛ㐍ⓗなᢏ⾡ࡸ、情報セ࢟ࣗࣜ

テ࢕、情報システムをά用するࢶーࣝな࡝の開発に㛵する㧗度ᑓ㛛▱

㆑を修得し、ඛ➃ⓗな◊✲により自らのᑓ㛛ศ㔝を≌引していけるே

ᮦを⫱成する。

数理⛉学ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(理学))

情報環境の中で日ࠎ⵳✚されていくࢹࢢࢵࣅータのゎᯒを行࠺ために

は、従᮶の⤫ィ学にຍえ、⌧௦数学の手法にも⢭通したேᮦが㔜要で

あるとゝࢃれている。このᩍ⫱ࣉロࣛࢢムでは、そのよ࠺な⌧௦数学

に⢭通し、数理ⓗなࢹータゎᯒに㛵する㧗度ᑓ㛛▱㆑を修得し、ඛ➃

ⓗな◊✲により自らのᑓ㛛ศ㔝を≌引していけるேᮦを⫱成する。

情報学⾡ࣉロࣛࢢム(༤ኈ(学⾡))

情報ᢏ⾡において不可Ḟなゝㄒฎ理のཎ理を提౪する理論ゝㄒ学ࡸ、

ேᕤ環境・自↛環境におけるྛ種の⌧㇟を明らかにする数理シ࣑ࣗࣞ

ーシࣙンな࡝、ከศ㔝との㛵連を見ᤣえた情報学・数理⛉学のά用に

㛵する㧗度ᑓ㛛▱㆑を修得し、ඛ➃ⓗな◊✲により自らのᑓ㛛ศ㔝を

≌引していけるேᮦを⫱成する。

－ 5 －



- 6 -

II ⛉┠のᒚಟ࣭ᡂ⦼➼について

１ ᤵᴗの㛤ㅮ᪉ἲ

(1)２学期㸴タームไにࡘいて

環境情報学府では、ྛ⛉┠間のᰂ㌾で෇⁥な連ᦠを図るために「2 学期 6 タームไ」をᑟ入して

います。᫓学期を第 1 タームと第 2 タームにศ割し、それぞれを 8 㐌でᵓ成しています。ኟᏘ休業

期間は第 3 タームとして位置付けられ、ᾏእ࢖ンターンシࣉࢵ等にά用することができます。ྠᵝ

に、⛅学期を第 4 タームと第 5 タームにศ割し、᫓Ꮨ休業期間が第 6 タームとなります。

⛉┠は1༢位をཎ則とし、ྛ タームで㐌1࣐ࢥ開ㅮする授業を修めると1༢位の修得となります。

㸲月 ５月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

   

ኟᏘ休業期間 ᫓Ꮨ休業期間

第１ターム 第２ターム 第３ターム 第㸲ターム 第５ターム 第㸴ターム

２ ᒚಟⓏ㘓関係

(1)履修ィ⏬にࡘいて

入学後の࢚࢜ࣜンテーシࣙン等のᣦᐃされた日時及び場所で、履修᱌ෆྵ࢚ࣜ࢜ࡴンテーシࣙン

㈨料を受け取ってください。その後、履修᱌ෆ及び時間割⾲（※）を参⪃に修了までの履修ィ⏬を

立て、履修ィ⏬書（※）に記入したものを㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出してください。それが認められ、㈐

௵ᣦᑟᩍဨが署ྡ又はᤫ༳したもののࣆࢥーを受け取り、᥍えとしてಖ⟶してください。履修ィ⏬

がኚࢃった場合は、その㒔度᭱᪂の履修ィ⏬書を㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出してください。

௨下の（２）から（㸲）でㄝ明している手続きは学ົ情報システムを฼用して行います。᧯స方

法は、別㏵㓄付する࣐ࣝ࢔ࣗࢽを参照してください。฼用できる期間は、別㏵㓄付する「履修登録・

成績ฎ理日程」を参照してください。

※「授業支援システム」からダウンロード及び༳ๅしてください。学生がస成するᵝᘧは、基ᮏ

ⓗにこࡕらにᥖ㍕しております。

URL㸸https://lms.ynu.ac.jp/lms/lginLgir/

(2)履修登録期間

履修登録期間では、స成した履修ィ⏬書に基࡙いて㺂⛉┠の履修登録をしてください。

᫓学期履修登録期間中に、᫓学期だけではなく⛅学期の⛉┠の履修登録をすることもできますが、

⛅学期履修登録期間中に翌年度᫓学期の⛉┠の履修登録をすることはできません。

ྠじ学期の中で、ྠじ⛉┠が」数のタームで開ㅮされている場合、౛えࡤ、᫓学期である１ター

ムと２タームの୧方でྠじ⛉┠が開ㅮされていた場合は、いずれか１ࡘのタームを㑅んで履修登録

をすることのࡳでき、」数のタームで履修登録をすることはできません。

(3)履修登録☜認・ゞṇ期間

履修登録☜認・ゞ ṇ期間では、履修ィ⏬書࡝おりに履修登録がされているかを☜認してください。

履修ィ⏬書࡝おりに履修登録がされていない場合及び࢚ࣛー⛉┠がある場合はゞṇしてください。

休
᫓学期 ⛅学期
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Ⅱ 科目の履修・成績等について
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II ⛉┠のᒚಟ࣭ᡂ⦼➼について

１ ᤵᴗの㛤ㅮ᪉ἲ

(1)２学期㸴タームไにࡘいて

環境情報学府では、ྛ⛉┠間のᰂ㌾で෇⁥な連ᦠを図るために「2 学期 6 タームไ」をᑟ入して

います。᫓学期を第 1 タームと第 2 タームにศ割し、それぞれを 8 㐌でᵓ成しています。ኟᏘ休業

期間は第 3 タームとして位置付けられ、ᾏእ࢖ンターンシࣉࢵ等にά用することができます。ྠᵝ

に、⛅学期を第 4 タームと第 5 タームにศ割し、᫓Ꮨ休業期間が第 6 タームとなります。

⛉┠は1༢位をཎ則とし、ྛ タームで㐌1࣐ࢥ開ㅮする授業を修めると1༢位の修得となります。

㸲月 ５月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

   

ኟᏘ休業期間 ᫓Ꮨ休業期間

第１ターム 第２ターム 第３ターム 第㸲ターム 第５ターム 第㸴ターム

２ ᒚಟⓏ㘓関係

(1)履修ィ⏬にࡘいて

入学後の࢚࢜ࣜンテーシࣙン等のᣦᐃされた日時及び場所で、履修᱌ෆྵ࢚ࣜ࢜ࡴンテーシࣙン

㈨料を受け取ってください。その後、履修᱌ෆ及び時間割⾲（※）を参⪃に修了までの履修ィ⏬を

立て、履修ィ⏬書（※）に記入したものを㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出してください。それが認められ、㈐

௵ᣦᑟᩍဨが署ྡ又はᤫ༳したもののࣆࢥーを受け取り、᥍えとしてಖ⟶してください。履修ィ⏬

がኚࢃった場合は、その㒔度᭱᪂の履修ィ⏬書を㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出してください。

௨下の（２）から（㸲）でㄝ明している手続きは学ົ情報システムを฼用して行います。᧯స方

法は、別㏵㓄付する࣐ࣝ࢔ࣗࢽを参照してください。฼用できる期間は、別㏵㓄付する「履修登録・

成績ฎ理日程」を参照してください。

※「授業支援システム」からダウンロード及び༳ๅしてください。学生がస成するᵝᘧは、基ᮏ

ⓗにこࡕらにᥖ㍕しております。

URL㸸https://lms.ynu.ac.jp/lms/lginLgir/

(2)履修登録期間

履修登録期間では、స成した履修ィ⏬書に基࡙いて㺂⛉┠の履修登録をしてください。

᫓学期履修登録期間中に、᫓学期だけではなく⛅学期の⛉┠の履修登録をすることもできますが、

⛅学期履修登録期間中に翌年度᫓学期の⛉┠の履修登録をすることはできません。

ྠじ学期の中で、ྠじ⛉┠が」数のタームで開ㅮされている場合、౛えࡤ、᫓学期である１ター

ムと２タームの୧方でྠじ⛉┠が開ㅮされていた場合は、いずれか１ࡘのタームを㑅んで履修登録

をすることのࡳでき、」数のタームで履修登録をすることはできません。

(3)履修登録☜認・ゞṇ期間

履修登録☜認・ゞ ṇ期間では、履修ィ⏬書࡝おりに履修登録がされているかを☜認してください。

履修ィ⏬書࡝おりに履修登録がされていない場合及び࢚ࣛー⛉┠がある場合はゞṇしてください。

休
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(4)履修登録࢟ࣕンセࣝ期間

履修登録࢟ࣕンセࣝ期間では、履修登録をした⛉┠を๐除すること（௨下「履修࢟ࣕンセࣝ」と

い࠺。）ができます。ただし᪂たに履修登録をすることはできません。㞟中ㅮ⩏は開ㅮึ日の前日

まで履修࢟ࣕンセࣝをすることができます。

第２ターム及び第５ターム開ㅮ⛉┠用履修࢟ࣕンセࣝ期間中の履修࢟ࣕンセࣝ、୪びに履修࢟ࣕ

ンセࣝ期間እの㞟中ㅮ⩏の履修࢟ࣕンセࣝを、学ົ情報システムから行࠺ことはできません。「授

業支援システム」で行います。「࠙連⤡ᑓ用ࠚ 大学㝔環境情報学府係Ѝྛ種申請ᵝᘧЍ第２・５

ターム開ㅮ⛉┠ 履修࢟ࣕンセࣝ申請」「㞟中ㅮ⩏ 履修࢟ࣕンセࣝ申請」から入ຊしてください。

(5)履修上の୍⯡ⓗ注意

ྠじ᭙日かࡘ時㝈に」数の⛉┠を履修登録することはできません。

≉ᐃの⛉┠を除いて、᪤に༢位を修得した⛉┠をᨵめて履修することはできません。

⛉┠によっては「授業支援システム」を฼用して㈨料のダウンロード࣏ࣞࡸーࢺの提出等を行࠺

場合があります。履修登録をしていない⛉┠を受ㅮすることはできず、ヨ㦂を受けても↓ຠとなり

ます。

(6)入学前の᪤修得༢位の認ᐃにࡘいて

ᮏ学大学㝔学則第１３条に基࡙き、入学する前に大学㝔（他の大学㝔及びእ国の大学㝔をྵࡴ。）

において履修した⛉┠にࡘいて修得した༢位を᭷する場合、修了に必要な༢位として認ᐃされる場

合がありますので、入学後᭱ึの履修登録期間᭱終日までに環境情報学府係に申し出てください。

㸱 ᡂ⦼関係

(1)履修した⛉┠の成績にࡘいて

履修した⛉┠の成績は、➹記ヨ㦂、口㢌ヨ㦂、ᐇᢏヨ㦂又は◊✲報࿌によりุᐃし、⚽、ඃ、Ⰻ、

可及び不可の５種のᶆㄒで⾲し、それぞれのホ౯に対してḟの(2)にᐃめるとこࢁにより GP(Grade 
Point)を୚えます。ุᐃの⤖ᯝ、⚽、ඃ、Ⰻ及び可を取得した学生には、所ᐃの༢位を୚えます。

ཎ則として、㏣ヨ㦂及び෌ヨ㦂は行ࢃず、また、ฟᖍ᪥ᩘ䛜඲ㅮ⩏᪥ᩘの䠍䠋䠎に満たない学生は

༢位認ᐃの㈨᱁をኻいます。また、履修࢟ࣕンセࣝをしないで履修を㏵中でᨺᲠした場合、その⛉

┠の成績ホ౯は「不可」となります。

≉ᐃの⛉┠を除いて、成績ホ౯が不可になった⛉┠を、翌学期௨㝆ᨵめて履修し（௨下「෌履修」

とい࠺。）、成績ホ౯が「可」௨上とุᐃされた場合、その⛉┠の成績ホ౯は෌履修したときのも

のが適用されます。

履修した⛉┠の成績は、᫓学期開ㅮ⛉┠は１０月上᪪に、⛅学期開ㅮ⛉┠は翌年㸲月上᪪に学ົ

情報システムで☜認することができます。ṇ☜な日程は、別㏵㓄付する「履修登録・成績ฎ理日程」

を参照してください。

また、成績ホ౯にࡘいて不明なⅬが生じた場合は、ᵝᘧ「履修⛉┠成績☜認願」（ᵝᘧは「授業

支援システム」からダウンロードしてください。）に必要事項を記入し、受付期間ෆに環境情報学

府係に提出してください。「履修⛉┠成績☜認願」の受付期間は、᫓学期開ㅮ⛉┠の場合は、ྠ年

度の⛅学期の履修登録期間ෆに、⛅学期開ㅮ⛉┠の場合は、ḟ年度の᫓学期の履修登録期間ෆとし、

受付期間を㐣ࡂた場合は受付いたしません。また、成績に㛵するჃ願等は対㇟となりません。「履

修⛉┠成績☜認願」のෆᐜは、授業ᢸ当ᩍဨにᅇ⟅౫㢗し、そのᅇ⟅をᢸ当の環境情報学府学ົጤ

ဨ఍ጤဨが☜認の上、申請した学生にᅇ⟅いたします。

他の◊✲⛉・学府の開ㅮ⛉┠にࡘいては、他◊✲⛉・他学府のᐃめに従ってください。

－ 7 －
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(2)㹅㹎㸿（Grade Point Average）ไ度にࡘいて

㹅㹎㸿ไ度とは成績ホ౯方法のྡ⛠です。ᮏ学ではᖹ成１５年度に入学した学生から「大学ᩍ⫱

の㉁ⓗྥ上」及び「国㝿ⓗỈ準に見合った成績ホ౯」を┠ⓗに㹅㹎㸿ไ度がᑟ入されています。ಶࠎ

の⛉┠にࡘいて成績ホ౯にᛂじた㹅㹎を୚え、௨下のᘧによって㹅㹎㸿್を算出します。

㹅㹎㸿 㸻 Ȋ（㹅㹎�༢位数）¹ 履修登録༢位数

成績ホ౯（ホ౯Ⅼ）及び対ᛂする㹅㹎は௨下の⾲のとおりです。

※成績⾲記が「認ᐃ」の⛉┠は㹅㹎㸿のィ算にྵまれません。

㹅㹎㸿算出対㇟⛉┠は௨下のとおりです。

・ேᕤ環境ᑓᨷ㸸඲⛉┠

・自↛環境ᑓᨷ㸸඲⛉┠

・情報環境ᑓᨷ㸸඲⛉┠

㸲 ヨ験㐌㛫せ㡿
ヨ㦂㐌間は「学事ᬺ」のとおりとします。

ヨ㦂㐌間ෆのヨ㦂は、ཎ則として当ヱ⛉┠が時間割⾲にᐃめられた᭙日かࡘ時㝈に行います。

受㦂の㝿はḟの事項に注意してください。

・受㦂の㝿は学生証をᮘ上に提示してください。

・受㦂中の不ṇ行Ⅽは、大学㝔学則第２㸲条によりᠬᡄฎศとします。

㸳 ▷⦰ಟ஢について
修了要௳を満たす見込ࡳの学生のෆ、ඃれた◊✲業績を上ࡆたと認められたものは、ᶆ準修了年

㝈に満たなくても修了すること（௨下「▷⦰修了」とい࠺。）ができます。ヲ⣽は㈐௵ᣦᑟᩍဨ又

は学ົጤဨに☜認してください。

▷⦰修了を希望する学生は、ཎ則として論文審査申請書提出期間までに「▷⦰修了申請書」を提

出してください。なお、₇⩦࣡ࡸーࢡシࣙࣉࢵをᶆ準ⓗではない時期に履修する必要がある場合が

あるので、必ず事前に㈐௵ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてください。

㸴 ಶูⱥㄒ◊ಟについて
環境情報学府に所ᒓしている学生に対し、እ㒊の英ㄒᑓ㛛機㛵による「ಶ別英ㄒ◊修」をᐇ᪋し

ます。ヲ⣽は「授業支援システム」をࡈ☜認ください。

㸵 ๪ᑓᨷ࣒ࣛࢢࣟࣉについて
๪ᑓᨷࣉロࣛࢢムは、所ᒓする課程ࡸᑓᨷに㛵ࢃらず、≉ᐃの課㢟ࡸศ㔝を⣔⤫ⓗに学⩦する機

఍を設けたࣉロࣛࢢムです。ࣉロࣛࢢムがᐃめた⛉┠を修得した学生には認ᐃ証又は修了証が発行

され、成績証明書にも記㍕されます。大学㝔඲学ᩍ⫱⛉┠及び環境情報学府開ㅮ⛉┠にࡘいては、

㸷࣌ーࢪを参照してください。なお、ྛࣉロࣛࢢムの受ㅮ要௳はそれぞれ異なります。ヲ⣽及び他

の◊✲⛉又は学府の⛉┠୍ぴは横浜国立大学ウ࢙ࢺ࢖ࢧࣈをࡈ☜認ください。

㹓㹐㹊㸸https://www.ynu.ac.jp/education/ynu_education/vice_special.html

Ⅼ  数 成績⾲記 Grade Point ༢位

１００Ⅼ 㹼 㸷０Ⅼ ⚽ 㸲㸬５

༢位を୚える
㸶㸷Ⅼ 㹼 㸶０Ⅼ ඃ 㸲㸬０

㸵㸷Ⅼ 㹼 㸵０Ⅼ Ⰻ ３㸬０

㸴㸷Ⅼ 㹼 㸴０Ⅼ 可 ２㸬０

５㸷Ⅼ 㹼  ０Ⅼ 不可 ０㸬０ ༢位を୚えない

－ 8 －
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(2)㹅㹎㸿（Grade Point Average）ไ度にࡘいて

㹅㹎㸿ไ度とは成績ホ౯方法のྡ⛠です。ᮏ学ではᖹ成１５年度に入学した学生から「大学ᩍ⫱

の㉁ⓗྥ上」及び「国㝿ⓗỈ準に見合った成績ホ౯」を┠ⓗに㹅㹎㸿ไ度がᑟ入されています。ಶࠎ

の⛉┠にࡘいて成績ホ౯にᛂじた㹅㹎を୚え、௨下のᘧによって㹅㹎㸿್を算出します。

㹅㹎㸿 㸻 Ȋ（㹅㹎�༢位数）¹ 履修登録༢位数

成績ホ౯（ホ౯Ⅼ）及び対ᛂする㹅㹎は௨下の⾲のとおりです。

※成績⾲記が「認ᐃ」の⛉┠は㹅㹎㸿のィ算にྵまれません。

㹅㹎㸿算出対㇟⛉┠は௨下のとおりです。

・ேᕤ環境ᑓᨷ㸸඲⛉┠

・自↛環境ᑓᨷ㸸඲⛉┠

・情報環境ᑓᨷ㸸඲⛉┠

㸲 ヨ験㐌㛫せ㡿
ヨ㦂㐌間は「学事ᬺ」のとおりとします。

ヨ㦂㐌間ෆのヨ㦂は、ཎ則として当ヱ⛉┠が時間割⾲にᐃめられた᭙日かࡘ時㝈に行います。

受㦂の㝿はḟの事項に注意してください。

・受㦂の㝿は学生証をᮘ上に提示してください。

・受㦂中の不ṇ行Ⅽは、大学㝔学則第２㸲条によりᠬᡄฎศとします。

㸳 ▷⦰ಟ஢について
修了要௳を満たす見込ࡳの学生のෆ、ඃれた◊✲業績を上ࡆたと認められたものは、ᶆ準修了年

㝈に満たなくても修了すること（௨下「▷⦰修了」とい࠺。）ができます。ヲ⣽は㈐௵ᣦᑟᩍဨ又

は学ົጤဨに☜認してください。

▷⦰修了を希望する学生は、ཎ則として論文審査申請書提出期間までに「▷⦰修了申請書」を提

出してください。なお、₇⩦࣡ࡸーࢡシࣙࣉࢵをᶆ準ⓗではない時期に履修する必要がある場合が

あるので、必ず事前に㈐௵ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてください。

㸴 ಶูⱥㄒ◊ಟについて
環境情報学府に所ᒓしている学生に対し、እ㒊の英ㄒᑓ㛛機㛵による「ಶ別英ㄒ◊修」をᐇ᪋し

ます。ヲ⣽は「授業支援システム」をࡈ☜認ください。

㸵 ๪ᑓᨷ࣒ࣛࢢࣟࣉについて
๪ᑓᨷࣉロࣛࢢムは、所ᒓする課程ࡸᑓᨷに㛵ࢃらず、≉ᐃの課㢟ࡸศ㔝を⣔⤫ⓗに学⩦する機

఍を設けたࣉロࣛࢢムです。ࣉロࣛࢢムがᐃめた⛉┠を修得した学生には認ᐃ証又は修了証が発行

され、成績証明書にも記㍕されます。大学㝔඲学ᩍ⫱⛉┠及び環境情報学府開ㅮ⛉┠にࡘいては、

㸷࣌ーࢪを参照してください。なお、ྛࣉロࣛࢢムの受ㅮ要௳はそれぞれ異なります。ヲ⣽及び他

の◊✲⛉又は学府の⛉┠୍ぴは横浜国立大学ウ࢙ࢺ࢖ࢧࣈをࡈ☜認ください。

㹓㹐㹊㸸https://www.ynu.ac.jp/education/ynu_education/vice_special.html

Ⅼ  数 成績⾲記 Grade Point ༢位

１００Ⅼ 㹼 㸷０Ⅼ ⚽ 㸲㸬５

༢位を୚える
㸶㸷Ⅼ 㹼 㸶０Ⅼ ඃ 㸲㸬０

㸵㸷Ⅼ 㹼 㸵０Ⅼ Ⰻ ３㸬０

㸴㸷Ⅼ 㹼 㸴０Ⅼ 可 ２㸬０

５㸷Ⅼ 㹼  ０Ⅼ 不可 ０㸬０ ༢位を୚えない
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๪ᑓᨷࣉロࣛࢢム授業⛉┠୍ぴ（大学㝔඲学ᩍ⫱⛉┠・環境情報開ㅮ⛉┠）※１

ᾏ

ὒ

⟶

理

ᆅ

ᇦ

๰

㐀

㉳
業
ᐙ

Ᏻ

ᚰ

Ᏻ

඲

⤫合ⓗᾏὒ⟶理学Ϩ 2 必 ᑓ

⤫合ⓗᾏὒ⟶理学ϩ 2 必 ᑓ

ἢᓊᇦ⟶理の法ไ度 2 㑅 ᑓ

ᾏὒᨻ⟇と法ไ≉論 2 㑅 ᑓ

ࣜス࣋ࢡースによるつ則ไᐃ手法 2 㑅 ᑓ

ᾏὒ⏘業≉論 2 㑅 ᑓ

ᆅᇦ๰㐀論 2 㑅 必

ーシࣙンと課㢟発見Ϩ࣋ࣀ࢖ 2 必

ーシࣙンと課㢟発見ϩ࣋ࣀ࢖ 2 必

ーシࣙンと課㢟発見Ϫ࣋ࣀ࢖ 2 必

ーシࣙンと㉳業ϩ࣋ࣀ࢖ 2 必

⚄ዉᕝ┴の取り⤌ࡴᢏ⾡課㢟 2 ᑓ

ࣜス࣓ࢪࢿ࣐ࢡンࢺと♫఍ᢏ⾡ 2 ᑓ 必

ᏳᚰᏳ඲࣐࣓ࢪࢿンࢺ≉別₇⩦ 2 必

ࣜスࢡ♫఍とࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙン 2 ᑓ 㑅

異ศ㔝交ὶࡕはࡩࡸる 2

ᆅᇦ⤒῭ᨻ⟇≉論 2 ᑓ

⌧場から⪃える国㝿開発༠ຊ㸸-,&$連ᦠㅮᗙ 2

ࣉࢵンシࢬ࢕シテ・ࣝࣂローࢢ 2

ᾏὒ生≀環境学Ϩ 1 㑅

ᾏὒ生≀環境学ϩ 1 㑅

環境法Ϩ 1 㑅 ᑓ

ྂ生ែ学Ϩ 1 㑅

ྂ生ែ学ϩ 1 㑅

ᆅ⌫システム⛉学Ϩ 1 㑅

ᆅ⌫システム⛉学ϩ 1 㑅

†とᕝの生ែ学Ϩ 1 㑅

†とᕝの生ែ学ϩ 1 㑅

ྂᾏὒ学３※ࠉࠉ 1 㑅

ᾏὒᆅ㉁学３※ࠉ 1 㑅

ᆅᇦᨻ἞⤒῭システム論 1 ᑓ

ᆅᇦ発ᒎᨻ⟇論 1 ᑓ

㛵連ไ度をά用した環境ඹ生ᆺᆅᇦの๰出ࡸࢡーࣃࢥ࢚ࢥスࢿࣘ 1 ᑓ

Ϩࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ 1 ᑓ

ϩࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ 1 ᑓ

᳜≀⣔⤫ศ類学 1 ᑓ

生≀ᆅ理学Ϩ 1 ᑓ

⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛのࣜス࢔ࢡセス࣓ンࢺϨ 1 㑅

機Ეシステムのࣜスࢡホ౯とไᚚᢏ⾡Ϩ 1 㑅

ⅆ⅏の⛉学と㜵ⅆᢏ⾡Ϩ 1 㑅

環
境
情
報
学
府
開
ㅮ
⛉
┠

๪ᑓᨷ※２

（

大
学
㝔
ඹ
通
）

大
学
㝔
඲
学
ᩍ
⫱
⛉
┠

㒊
ᒁ

授業⛉┠のྡ⛠
༢
位
数

※１ 「環境情報学㝿๪ᑓᨷࣉロࣛࢢム」は、別㏵㓄付するࣉロࣛࢢムの履修᱌ෆを参照してください。
※２ ๪ᑓᨷのḍは、当ヱ๪ᑓᨷࣉロࣛࢢムの授業⛉┠の༊ศです。
  必㸻ྛ๪ᑓᨷࣉロࣛࢢムにおける「必修⛉┠」
  㑅㸻ྛ๪ᑓᨷࣉロࣛࢢムにおける「㑅ᢥ⛉┠」又は「㑅ᢥ必修⛉┠」
  ᑓ・ᐇ㸻「ᆅᇦ๰㐀論」๪ᑓᨷࣉロࣛࢢムの㑅ᢥ⛉┠である「ᑓ㛛ᆺ㛵連⛉┠」「ᐇ㊶ᆺ㛵連⛉┠」
※３ この⛉┠にࡘいては修了要௳となりません。

－ 9 －
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㸶 学ಟ証明࣒ࣛࢢࣟࣉについて
学修証明ࣉロࣛࢢムは、య⣔ⓗに開設された授業⛉┠の༢位を修得した学生に対し、その事ᐇを⛠す

る学修証明書を交付することができるࣉロࣛࢢムです。環境情報学府では、生ែ⣔をάかしてᆅᇦ᣺⯆

を図る⌧場でά㌍するのに必要なᑓ㛛ᐙとしての▱㆑とࣉロࢺࢡ࢙ࢪ能ຊをᣢった㧗度ᐇົேᮦを⫱成

して認証することを┠ⓗとする学修証明ࣉロࣛࢢムを開設しています。ヲ⣽は別㏵㓄付する「学修証明

。履修᱌ෆ」を参照してください「ンによる♫఍発ᒎ࢖ࢨࢹே間と生≀ᅪの」ムࣛࢢロࣉ

㸷 ᒚಟⓏ㘓手続ࡁὶࢀᅗ
ὶれ図は౽ᐅ上大ᖜに⡆␎໬しております。手続きを行࠺㝿は、㸴࣌ーࢪ及び別㏵㓄付する「学ົ情

報システム᧯స方法」を⇍ㄞの上で行ってください。

①入学後の࢚࢜ࣜンテーシࣙン等で履修᱌ෆ等を受

け取り、「授業支援システム」から時間割⾲及び履

修ィ⏬書をダウンロードする。

②履修᱌ෆ及び時間割⾲を基に履修ィ⏬を立てる。

③履修ィ⏬を履修ィ⏬書に記入し、㈐௵ᣦᑟᩍဨに

提出する。認められ、㈐௵ᣦᑟᩍဨが署ྡ又はᤫ༳

したもののࣆࢥーを受け取り、᥍えとしてಖ⟶する。

࠙履修登録期間ࠚ

④స成した履修ィ⏬書に基࡙いて、履修登録をする。

շ履修ィ⏬࡝おりに履修登録がされていた場合、履

修登録᏶了となる。

࠙履修登録☜認・ゞṇ期間ࠚ

⑤履修ィ⏬࡝おりに履修登録がされているかを☜認

する。

࠙履修登録☜認・ゞṇ期間ࠚ

⑥履修ィ⏬書࡝おりに履修登録がされていない場

合及び࢚ࣛー⛉┠がある場合はゞṇする。

受け取る

࠙ゞṇの必要なしࠚ

࠙ゞṇの必要ありࠚ

࠙履修登録࢟ࣕンセࣝ期間ࠚ

ո履修を࢟ࣕンセࣝしたい⛉┠が出た場合は、㸵࣌

ーࢪ（㸲）を参照し、必要な手続きを行࠺。

－ 10 －
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㸶 学ಟ証明࣒ࣛࢢࣟࣉについて
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III ⎔ቃ᝟ሗ学ᗓのᣦᑟ教ဨ 㸦௧࿴㸶ᖺ㸲᭶⌧ᅾ㸧
前期課程の授業及び学位論文のస成等に対するᣦᑟ（௨下「◊✲ᣦᑟ」とい࠺。）を行࠺ため、

学生ࡈとにᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉ（㈐௵ᣦᑟᩍဨ及びᣦᑟᩍဨྛ 1 ே）をᐃめ、後期課程の授業及び◊

✲ᣦᑟを行࠺ため、学生ࡈとにᣦᑟጤဨ఍（㈐௵ᣦᑟᩍဨ 1 ே及びᣦᑟᩍဨ 2 ே）をᐃめます。

ཎ則として下記の⾲の自ศが所ᒓしているᑓᨷ（௨下「自ᑓᨷ」とい࠺）のᩍဨの中から学生の

希望を⪃៖してỴᐃされます。ただし、ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉ及びᣦᑟጤဨ఍のᣦᑟᩍဨのෆ、1 ேは

自ศが所ᒓしていないᩍ⫱ࣉロࣛࢢム（௨下「他ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム」とい࠺）をᢸ当するᩍဨの中か

ら㑅ࡤれます。

連ᦠศ㔝のᩍဨをᣦᑟᩍဨとする場合には、ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉあるいはᣦᑟጤဨ఍に㛵連ࣉロࢢ

ࣛムのᩍဨをຍえることにより、ᩍົ・ᩍ⫱㠃での෇⁥なᣦᑟができるよ࠺㓄៖されます。

ேᕤ環境ᑓᨷ

ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム

(ᩍ⫱㺪㺽㺹㺖㺼㺵㺯㺘㺎㺢㺼)
ᩍ 授 ෸ ᩍ 授

ㅮ ᖌ

ຓ ᩍ

Ᏻ඲環境ᕤ学
（㹆㹅１・㹒㹅１）

㞵ᐑ 㝯、Ⲩ∾㈼἞、ఀ⸨ᬡᙪ、ᒸ Ὀ㈨、
➟஭ᑦဢ、டᒇ㝯ᚿ、⇃ᓮ⨾ᯞᏊ、ᑠᯘ ๛、
⃅㇂ᛅᘯ、ⓑ▼ಇᙪ、㧘㷂 ⥳、ከࠎ見⣧୍、
中㔝 健、ᫍ㔝㞝二㑻、ᮏ⸨♸ᶞ、ᯇᐑṇᙪ、
ᯇᮏ┿ဢ、୕Ꮿ♸୍、Ᏻᮏ㞞඾

㣤ᓥᚿ行、ఀ㔛཭୍ᮁ、⸨஭㯞ᶞᏊ、
大久保光

㔠஭඾Ꮚ
Ḉ஭ᖿ記
ᖹᒾᑦᶞ

㸺連ᦠศ㔝㸼 ಴ᣢ⚽ᩄ ⏿ᒣ 健

環境学

（㹆㹅２・㹒㹅２）

㞵ᐑ 㝯、Ⲩ∾㈼἞、ఀ⸨ᬡᙪ、➟஭ᑦဢ、

டᒇ㝯ᚿ、ᑠᯘ ๛、ⓑ▼ಇᙪ、ከࠎ見⣧୍、

中㔝 健、ᫍ㔝㞝二㑻、ᮏ⸨♸ᶞ、ᯇᐑṇᙪ、

ᯇᮏ┿ဢ、୕Ꮿ♸୍、Ᏻᮏ㞞඾

㣤ᓥᚿ行、ఀ㔛཭୍ᮁ、㐲⸨ ⪽、

ዟᒣᑦᏊ、㧘ᮌ ᙬ、

⸨஭㯞ᶞᏊ、ᮎ᐀㐩行

♫఍環境

（㹆㹅３・㹒㹅３）

டᒇ㝯ᚿ、ᑠᯘ ๛、⃅㇂ᛅᘯ、࿘బ႐和、

ᮏ⸨♸ᶞ、Ᏻᮏ㞞඾

㐲⸨ ⪽、ዟᒣᑦᏊ、㧘ᮌ ᙬ、

ᮎ᐀㐩行

自↛環境ᑓᨷ

ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム

(ᩍ⫱㺪㺽㺹㺖㺼㺵㺯㺘㺎㺢㺼)
ᩍ 授 ෸ ᩍ 授

ㅮ ᖌ

ຓ ᩍ

生ែ学

（㹆㹆１・㹒㹆１）

▼ᕝṇᘯ、及ᕝᩗ㈗、㙾࿡㯞⾰Ꮚ、಴⏣⸅Ꮚ、

㓇஭ᬡᏊ、బࠎᮌ㞝大、下出ಙḟ、中᳃Ὀ୕、

ᒣᮏఙḟ、ྜྷ⏣㱟二、和ோⰋ二

ᑿᙧಙ୍、ᕝὠ୍㝯、中ᮧ㐩ኵ、

ᒾῲ 望

ᆏ⏣ࡺず

㧘ᒣెᶞ

中ଠு௓

㸺連ᦠศ㔝㸼 ᑠᖹ⚽୍ ሬ㇂╬生

ᆅ⌫⛉学

（㹆㹆２・㹒㹆２）

▼ᕝṇᘯ、㙾࿡㯞⾰Ꮚ、㓇஭ᬡᏊ、బࠎᮌ㞝大、
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－ 11 －

Ⅲ 環境情報学府の指導教員 （令和８年４月現在）
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情報環境ᑓᨷ

ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム

(ᩍ⫱㺪㺽㺹㺖㺼㺵㺯㺘㺎㺢㺼)
ᩍ 授 ෸ ᩍ 授

ㅮ ᖌ

ຓ ᩍ

情報学

（㹆㹈１・㹒㹈１）

ᒸᔱඞ඾、ᅄ方㡰ྖ、ᓥ ᆂ௓、ⓑᕝ┿୍、

ᐩ஭ᑦᚿ、᳃ ㎮則、ᒣ⏣㈗༤、ྜྷᒸඞ成

ⴱ㇂┤つ、బࠎᮌ㈗அ、ⓑᓮ ᐇ、

⏣㑔㑈ྖ、ᯇ஭和ᕫ

ᮧᒣኴ୍

ෆ⏣⤢ᩯ

෠⏣ᩯጾ

బ⸨ៅ࿃

数理⛉学

（㹆㹈２・㹒㹈２）

ᑠ㛵健ኴ、ᅄ方㡰ྖ、℩ᕝᝋ生、中ᮏᩔᾈ、

㔝間 ῟、ཎ下⚽ኈ
∵㉺᝴理ె、ⓑᓮ ᐇ

情報学⾡

（㹆㹈３・㹒㹈３）
⸨஭཭ẚ࿅、ᒣ⏣㈗༤ ⓑᓮ ᐇ、ᯇ஭和ᕫ

－ 12 －
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IV ᒚಟᇶ‽ཬࡧ⛉┠

１ ๓ᮇㄢ⛬

(1)⛉┠と修了にࡘいて

① ⛉┠とࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉไ度

環境情報学府の前期課程の⛉┠は、୕ᑓᨷඹ通の学府ඹ通⛉┠（環境情報ࣜテࣛシー⛉┠及び

環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠）及びᑓᨷࡈとに異なるᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠（࢔ࢥㅮ⩏⛉┠、ᑓ㛛ㅮ

⩏⛉┠、₇⩦及び࣡ーࢡシࣙࣉࢵ）によってᵓ成されています。また、学生の基♏ⓗ▱㆑を⿵඘

するためにࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉไ度を設けています。

࢔ 環境情報ࣜテࣛシー⛉┠

ศ㔝の異なるᩍဨの༠ാによってᐇ᪋し、１ࡘのテー࣐に対して学㝿ⓗな文理⼥合・異ศ㔝

⼥合ⓗなどⅬで㆟論されるᵝᏊを学生に示す⛉┠です。

࢖ 環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

㧗度ᑓ㛛⫋業ேとしてのỗ用なᢏ能と環境情報ⓗなどⅬによる課㢟発見・課㢟ゎỴの手法を

学ࡪために設けられた、他⪅との༠ാのためのࢥンࣆテンスを修得するための⛉┠です。

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン₇⩦では、履修したࣜテࣛシー⛉┠を基にึᅇの࢚࢜ࣜンテーシࣙ

ンでࣛࢡスศけをᐇ᪋します。

ウ ┠⛉⩏ㅮ࢔ࢥ

ྛᑓᨷでඹ通するᑓ㛛▱㆑とᢏ能を修得するための⛉┠です。

࢚ ᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠

ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム（学位）にᛂじた㧗度ᑓ㛛▱㆑・ᢏ能を修得するための⛉┠です。

࢜ ₇⩦

学位取得を┠ᣦしてᑓᨷෆのᩍဨによって行ࢃれる◊✲ᣦᑟで、ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉによって

学生のᑓ㛛ᛶをᢸಖするᣦᑟを行います。㈐௵ᣦᑟᩍဨが開ㅮする₇⩦（ᑓᨷඹ通₇⩦及びᩍ

、が認めた場合にはࣉーࣝࢢとの₇⩦）を履修することがཎ則ですが、ᣦᑟᩍဨࡈムࣛࢢロࣉ⫱

㈐௵ᣦᑟᩍဨ௨እが開ㅮする₇⩦を履修することができます。その㝿は、履修登録期間ෆに「㈐

௵ᣦᑟᩍဨ௨እの₇⩦履修申請書」を環境情報学府係に提出し、ᑓᨷの許可を得る必要があり

ます。また、▷⦰修了を┠ᣦす場合には、ᶆ準ⓗではない時期に履修する必要がある場合があ

りますので、必ず事前に㈐௵ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてください。

࢝ ࣡ーࢡシࣙࣉࢵ

◊✲ᣦᑟを行₇࠺⩦とᐦ᥋に⤖び付いて、文理⼥合・異ศ㔝⼥合のどᗙから自ศの◊✲をྫྷ

࿡するために行ࢃれる◊✲成ᯝの中間発⾲఍です。ྛᑓᨷからศ㔝の異なるᩍဨが参⏬し、ே

ᕤ環境、自↛環境、情報環境といࡘ３࠺のどⅬからಶࠎの学生の◊✲をホ౯します。▷⦰修了

を┠ᣦす場合には、ᶆ準ⓗではない時期に履修する必要がある場合がありますので、必ず事前

に㈐௵ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてください。

࢟ ไ度ࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉ

ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉが必要とุ断した場合、学生は基♏ⓗ▱㆑を⿵඘するためにࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉ

を履修することが᥎ዡされます。履修が᥎ዡされる⛉┠（඲学ᩍ⫱⛉┠及びᩍ⫋⛉┠を┠⛉ࢺ

除く）は、学生ࡈとにᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉがᣦ示します。ᮏ⛉┠の༢位は修了に必要な༢位とし

て認ᐃされません。

－ 13 －

Ⅳ 履修基準及び科目
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② ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉ

入学┤後にᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉをỴᐃし、基ᮏⓗには修了時まで◊✲ᣦᑟを⥅続します。ただし、

「࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ」における㆟論₇ࡸ⩦のᐇ᪋≧ἣを⪃៖した⤖ᯝ、入学当ึに設ᐃした取得

ணᐃ学位をኚ更することがጇ当であるとᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉがุ断した場合には、２年ḟに㐍学す

る㝿に自ᑓᨷෆでᩍ⫱ࣉロࣛࢢムをኚ更することができますので、㈐௵ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてくだ

さい。

   

③ ◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書

   学位論文のᇳ➹にྥけ◊✲を㡰ㄪにᒎ開できるよ࠺にするため、ྛ年ḟのึめにᣦᑟᩍဨ

がᵝᘧ「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」の「◊✲ᣦᑟィ⏬書」をస成し、学生に明ࣉーࣝࢢ

示しますので、ྛ学生は、「◊✲ᣦᑟィ⏬書」を㋃まえ、「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」

の「◊✲ィ⏬書」をస成し、㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出してください。「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ

⏬書」のస成要㡿及びᵝᘧ「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」は、「授業支援システム」にᥖ

㍕されているので、ྛ自参照してください。

④ 修了㛵係

࢔ 修了要௳

修了要௳は、༤ኈ課程前期に２年௨上在学し、ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムࡈとにᐃめられた履修方法に

より履修し、ḟの༊ศにより３０༢位௨上を修得し、修了に㛵ࢃる⛉┠の㹅㹎㸿が２㸬０௨上

（㸶࣌ーࢪ「(2)㹅㹎㸿ไ度にࡘいて」参照）であり、かࡘ、必要な◊✲ᣦᑟを受けた上、修ኈ

論文の審査及び᭱終ヨ㦂に合᱁することとします。

修ኈ論文のస成に㛵してᑓᨷࡈとのつ則がありますので、ヲ⣽は㈐௵ᣦᑟᩍဨ又は学ົጤဨ

に☜認してください。

⛉┠ ༢位数

環境情報ࣜテࣛシー⛉┠ ３༢位௨上 ※１

環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

・環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン₇⩦

・⛉学⪅・ᢏ⾡⪅のための◊✲೔理

・༤ኈ㐍学と࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン

           ⩦໬₇ࣝࣂローࢢ・

・SXIP国㝿༠ാᐇ㊶₇⩦

１༢位௨上

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ ௨下の１㹼㸲をྵんで２㸲༢位௨上 ※３㹼５

┠⛉⩏ㅮ࢔ࢥ１

２ᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠

３₇⩦

㸲࣡ーࢡシࣙࣉࢵ

２༢位

㸶༢位௨上

㸶༢位௨上 ※㸴

２༢位

（ࡳᣦ示された学生の）┠⛉ࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉ

合 ィ ３０༢位௨上

※１ ༤ኈ課程前期と後期でྠじ⛉┠を開ㅮしているため、༤ኈ課程前期の時に履修した⛉┠を

後期在学時に履修することはできません。༤ኈ課程後期に㐍学ணᐃの学生は、ᮍ履修の⛉┠

をṧしておいてください。

※２ SXIP 国㝿༠ാᐇ㊶₇⩦を༢位取得した場合には、ࢢローࣝࣂ໬₇⩦の１༢位取得とࡳな

します。

１༢位௨上

１༢位 ※２

－ 14 －
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※３ ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠の１ࡕ࠺༢位は、環境情報学府の୕ᑓᨷのෆ、自ศが所ᒓしていない二ᑓᨷ

（௨下「他ᑓᨷ」とい࠺）でのࡳ開ㅮされているᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠からの修得を必㡲とします。

※㸲 ⾲中の１㹼㸲௨እに、自ᑓᨷ及び他ᑓᨷのᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠୪びにᮏ学の環境情報学府௨እの

学府が開ㅮする⛉┠（※５）をᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠にྵめることができます。

※５ ㈐௵ᣦᑟᩍဨが認める場合には、༢位஫᥮を申し合ࢃせている他の大学㝔及びᮏ学大学㝔

の他の◊✲⛉・学府（ᩍ⫱学◊✲⛉、国㝿♫఍⛉学府༤ኈ課程前期、理ᕤ学府、㒔ᕷ࣋ࣀ࢖

ーシࣙン学府）の⛉┠又は๪ᑓᨷࣉロࣛࢢム授業⛉┠の大学㝔඲学ᩍ⫱⛉┠（㸷࣌ーࢪ「๪

ᑓᨷࣉロࣛࢢム授業⛉┠୍ぴ」参照）を履修し、ㅮ⩏⛉┠に㝈り１５༢位を㝈度として、修

得した༢位を修了に必要な༢位として認ᐃすることができます。希望する学生は、事前に授

業ᢸ当ᩍဨの了ᢎを得た後、స成した履修ィ⏬書に㈐௵ᣦᑟᩍဨが署ྡ又はᤫ༳したものの

。ーを、ཎ則、履修ゞṇ期間᭱終日の翌日までに環境情報学府係に提出してくださいࣆࢥ

※㸴 ₇⩦にࡘいてはᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉのᣦᑟの下に履修してください。

࢖ 取得可能な学位及び取得方法

環境情報学府では、ᑓᨷ及びᩍ⫱ࣉロࣛࢢムによって履修するᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠及び修了時に取

得する学位の種類が異なります。１㸵࣌ーࢪ「(3)⛉┠୍ぴ（前期課程）」から、１㸲࣌ー࢔」ࢪ   
修了要௳」を満たすよ࠺に༢位を取得する㝿に、自ศが所ᒓしているᩍ⫱ࣉロࣛࢢム（௨下「自

ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム」とい࠺）にۑがしてあるᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠及び₇⩦の中から、それぞれ㸶༢位௨

上ずࡘ履修してください。修了時に取得する学位は௨下の⾲のとおりです。

౛㸸ேᕤ環境ᑓᨷᏳ඲環境ᕤ学ࣉロࣛࢢムに所ᒓしている学生は、Ᏻ඲環境ᕤ学にۑがしてあ

るᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠及び₇⩦を、それぞれ㸶༢位௨上ずࡘ履修してください。

ᑓᨷྡ ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム 学位ྡ

ேᕤ環境ᑓᨷ

Ᏻ඲環境ᕤ学 修ኈ（ᕤ学）

環境学 修ኈ（環境学）

♫఍環境 修ኈ（学⾡）

自↛環境ᑓᨷ

生ែ学 修ኈ（環境学）

ᆅ⌫⛉学 修ኈ（理学）

環境学⾡ 修ኈ（学⾡）

情報環境ᑓᨷ

情報学 修ኈ（情報学）

数理⛉学 修ኈ（理学）

情報学⾡ 修ኈ（学⾡）

ウ 論文審査スࣗࢪࢣーࣝ

学位論文審査手続きとスࣗࢪࢣーࣝは௨下のとおりです。学位論文審査手続きの方法、ලయ

ⓗな日程、提出書類等のヲ⣽は「授業支援システム」を☜認してください。ᑓᨷෆでの審査手

続き（ணഛ審査等）及びスࣗࢪࢣーࣝにࡘいては㈐௵ᣦᑟᩍဨにおၥい合ࢃせください。

項┠
時期（前後する可能ᛶあり）

㸷月修了 ３月修了

論文審査申請 ５月 １１月

論文提出期間 㸵月 １月

審査期間 㸶月 ２月

ᩍ授఍による修了認ᐃ 㸷月 ３月

修了ᘧ 㸷月 ３月

－ 15 －
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࢚ 学位論文ホ౯基準

・当ヱ◊✲㡿ᇦにおける㛵連◊✲の⌧≧ࡸ◊✲テー࣐に㛵連するᑓ㛛▱㆑を理ゎしているこ

と。（ᑓ㛛▱㆑の理ゎ度）

・課㢟の設ᐃ及びそれをゎỴするための方法論の㑅ᢥࡸ、௬ㄝᵓ⠏・᳨証方法な࡝がጇ当で

あること。（◊✲方法のጇ当ᛶ）

・㛵連◊✲とẚ㍑して、᪂つᛶがあり、当ヱศ㔝の発ᒎに㈉⊩する◊✲成ᯝが得られている

こと。（◊✲成ᯝの⊂๰ᛶ）

・上記３Ⅼを第୕⪅が適ษにホ౯できるよ࠺に論文がᵓ成されており、適ษに⾲⌧されてい

ること。（論文のᵓ成・⾲⌧の適ษᛶ）

(2)ᩍ⫱⫋ဨච許≧の取得にࡘいて

ྛᑓᨷにおいて取得可能な中学ᰯᩍㅍᑓ修ච許≧（௨下「中ᑓච」とい࠺）及び㧗等学ᰯᩍㅍᑓ

修ච許≧（௨下「㧗ᑓච」とい࠺）୪びにそれらの取得に必要な中学ᰯᩍㅍ୍種ච許≧（௨下「中

୍種ච」とい࠺）及び㧗等学ᰯᩍㅍ୍種ච許≧（௨下「㧗୍種ච」とい࠺）はḟの⾲のとおりです。

必要な中୍種ච又は㧗୍種චを取得している学生は、１㸵࣌ー(3)」ࢪ ⛉┠୍ぴ（前期課程）」の

「ഛ⪃」のิに「ᩍච」と記㍕されている自㌟の所ᒓᑓᨷの⛉┠の中から合ィ２㸲༢位௨上修得す

ることで、ヱ当のᑓ修ච許≧を取得することができます。

ᑓᨷྡ 取得可能なච許≧の種類・ᩍ⛉
ᑓ修ච許≧取得に必要なච許≧の

種類・ᩍ⛉（基♏㈨᱁）

ேᕤ環境ᑓᨷ
中ᑓච（理⛉）

㧗ᑓච（理⛉）

中୍種ච（理⛉）

㧗୍種ච（理⛉）

自↛環境ᑓᨷ
中ᑓච（理⛉）

㧗ᑓච（理⛉）

中୍種ච（理⛉）

㧗୍種ච（理⛉）

情報環境ᑓᨷ
中ᑓච（数学）

㧗ᑓච（数学）

中୍種ච（数学）

㧗୍種ච（数学）

－ 16 －
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ることで、ヱ当のᑓ修ච許≧を取得することができます。
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情報環境ᑓᨷ
中ᑓච（数学）

㧗ᑓච（数学）

中୍種ච（数学）

㧗୍種ච（数学）

- 17 - 

(3)⛉┠୍ぴ（前期課程）

⛉┠によって履修条௳が課せられている場合があるので、履修登録を行࠺前に必ずシࣛࣂスを☜認し

てください。また、ྛ⛉┠の第１ᅇ┠の授業においてᢸ当ᩍဨから履修条௳がㄝ明される場合もあるの

で、ᢸ当ᩍဨのᣦ示をよく理ゎした上で、履修登録を行ってください。

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠の₇⩦の履修㡰ᗎにࡘいて、₇⩦は⛉┠ྡᮎᑿがϨ、ϩ、Ϫ、ϫの㡰␒で履修してくだ

さい。࣡ーࢡシࣙࣉࢵは、通ᖖ、㸲月入学⪅は第３タームに、１０月入学⪅は第㸴タームに発⾲を行っ

てください。なお、࣡ーࢡシࣙࢢ・ࣉࢵローࣝࣂ໬₇⩦・SXIP 国㝿༠ാᐇ㊶₇⩦にࡘいては、学ົ情

報システムでの履修登録手続きは不要です。

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン₇⩦にࡘいては、Ϩ、ϩのいずれか又は㡰␒に㛵ࢃらず୧方の履修が認めら

れています。

① 学府ඹ通⛉┠

࢔ 環境情報ࣜテࣛシー⛉┠ ※１

࢖ 環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

必

修

㑅

ᢥ

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン₇⩦Ϩ டᒇ㝯ᚿ㸪他 �㺃� 1
環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン₇⩦ϩ ᮍᐃ �㺃� 1
⛉学⪅・ᢏ⾡⪅のための◊✲೔理 ᳃㎮則㸪他 �㺃� 1
༤ኈ㐍学と࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン Ⅽ㏆ᜨ⨾ �㺃� 1
２※ࠉ⩦໬₇ࣝࣂローࢢ ྛᩍဨ �㺃� 1
6;,3国㝿ඹྠᐇ㊶₇⩦３※ࠉ 㕥ᮌ῟ྐ㸪他 �㺃� 2

3

１༢位
௨上㑅ᢥ

１༢位
௨上㑅ᢥ
１༢位

௨上㑅ᢥ

༢位数

ᩍဨྡ ഛ⪃

᭱ప必要༢位数合ィ

◊✲の
ᚰ得

授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

※１ ᫓学期開ㅮのࣜテࣛシー⛉┠は、୍年ḟ生のࡳᢳ㑅の可能ᛶがあります。事前に希望ㄪ査を行い

ますので、履修を希望する場合はᛀれずにᅇ⟅してください。ᅇ⟅していない場合、履修が認めら

れない可能ᛶがあります。

※２ せによって༢位ࢃ合ࡳ⤌の࡝なࣉࢵンターンシ࢖ᾏእࡸࢺࢵࢪࣅࢺ໬₇⩦は、シࣙーࣝࣂローࢢ

を認ᐃします。履修にあたっては、その時期ࡸෆᐜにࡘいて㈐௵ᣦᑟᩍဨとよく┦ㄯしてィ⏬を立

ててください。

※３ SXIP 国㝿༠ാᐇ㊶₇⩦の履修を希望する場合は、事前に学ົ・国㝿ᡓ␎㒊ࢢローࣝࣂ᥎㐍௻⏬

係に┦ㄯしてください。

必

修

㑅

ᢥ

ࢺン࣓ࢪࢿ࣐・ーシࣙン࣋ࣀ࢖ 大ஂಖග㸪他 �㺃� 1
Ᏻᚰ♫఍のための⚟♴・་⒪ ఀ⸨ᬡᙪ㸪他 �㺃� 1
ᣢ続可能♫఍と)XWXUH�(DUWK ୕Ꮿ♸୍㸪他 �㺃� 1
自↛⅏ᐖを⪃える̿㐣ཤからᮍ᮶へ ᒣ⏣㈗༤㸪他 �㺃� 1
♫఍࢖ンࣛࣇにおけるࣜスࢡとᏳ඲ 㣤ᓥᚿ行㸪他 �㺃� 1
情報学・数理⛉学の手法 ᮧᒣኴ୍㸪他 �㺃� 1
ᆅ⌫⛉学・生ែ学の手法 ᒣᮏఙḟ㸪他 �㺃� 1
超ス࣐ーࢺ♫఍のᵓ⠏にྥけて ℨᕝᝋ生㸪他 �㺃� 1

0 3

ഛ⪃

༢位数㓄
当
年
ḟ

授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

᭱ప必要༢位数合ィ

－ 17 －
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必

修

㑅

ᢥ

ேᕤ環境ᴫ論Ϩ ᯇᐑṇᙪ�他 �㺃� 1
ேᕤ環境ᴫ論ϩ ᫍ㔝㞝二㑻�他 �㺃� 1

2 0
Ᏻ
඲
環
境
ᕤ
学

環
境
学

♫
఍
環
境

ۑ ۑ ۑ ーシࣙンᡓ␎論࣋ࣀ࢖ Ᏻᮏ㞞඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ۑ Ϩࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ᮏ⸨♸ᶞ 1 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ϩࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ᮏ⸨♸ᶞ 1 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 環境␿学・健康ࣜスࢡホ౯方法論 中஭㔛ྐ �㺃� 1
ۑ ۑ ۑ ▱㆑࣐࣓ࢪࢿンࢺとᶆ準໬ Ᏻᮏ㞞඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ۑ ≀㉁・生命と環境 ᯇᮏ┿ဢ�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ໬学≀㉁環境動ែゎᯒ ᑠᯘ๛�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境໬学ศᯒ学 டᒇ㝯ᚿ�他 �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 環境ᮦ料設ィ学Ϩ
Ⲩ∾㈼἞�
ఀ⸨ᬡᙪ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 環境ᮦ料設ィ学ϩ
Ⲩ∾㈼἞�
ఀ⸨ᬡᙪ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法Ϩ ᯇᮏ┿ဢ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法ϩ ⸨஭㯞ᶞᏊ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 㒔ᕷ環境⟶理学 ᑠᯘ๛�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ໬学≀㉁᭚㟢・ࣜスࢡホ౯ ୕Ꮿ♸୍ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境ᮦ料ࣉロセス学Ϩ 㣤ᓥᚿ行 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境ᮦ料ࣉロセス学ϩ ከࠎ見⣧୍ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと
設ഛのࣜス࢔ࢡセス࣓ンࢺϨ

➟஭ᑦဢ �㺃� 1

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと
設ഛのࣜス࢔ࢡセス࣓ンࢺϩ

➟஭ᑦဢ �㺃� 1

ۑ ۑ 㧗㏿཯ᛂ⛉学 ఀ㔛཭୍ᮁ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ
Sustainable Health and
Environment

௧和㸶年度は開ㅮせず �㺃� 1 ※㸲

ۑ ۑ 環境᤼出⟶理学 டᒇ㝯ᚿ�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 生ែ⣔ホ౯学Ϩ బࠎᮌ㞝大 �㺃� 1 ※１
ۑ ۑ ᆅᇦᨻ἞⤒῭システム論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※１
ۑ ۑ ᆅᇦ発ᒎᨻ⟇論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※１

ۑ ۑ
⬻⛉学の⏘業ᛂ用Ϩ�基♏⦅）「⬻と
ᚰの機能とはたらき」

ⴗཎ୍ᖹ �㺃� 1

ۑ ۑ
⬻⛉学の⏘業ᛂ用ϩ�ᛂ用⦅）「ᛂ用
⬻⛉学の⏘業ᒎ開」

ⴗཎ୍ᖹ �㺃� 1

ۑ ۑ
ーシࣙンとබඹᨻ⟇のィ㔞ᐇ࣋ࣀ࢖
証ศᯒϨ

ዟᒣᑦᏊ �㺃� 1

ۑ ۑ
ーシࣙンとබඹᨻ⟇のィ㔞ᐇ࣋ࣀ࢖
証ศᯒϩ

ዟᒣᑦᏊ �㺃� 1

ۑ ۑ ࣜスࢡᚰ理学Ϩ 㧘ᮌᙬ �㺃� 1
ۑ ۑ ࣜスࢡᚰ理学ϩ 㧘ᮌᙬ �㺃� 1
ۑ ۑ スと▱ⓗ㈈⏘法ࢿࢪࣅ ᮎ᐀㐩行 �㺃� 1
ۑ ۑ ン๰సと法࢖ࢨࢹ ᮎ᐀㐩行 �㺃� 1

ۑ 環境機能≀㉁⛉学Ϩ
ᫍ㔝㞝二㑻㸪
ᯇᮏ┿ဢ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ 環境機能≀㉁⛉学ϩ
ᫍ㔝㞝二㑻㸪
ᯇᮏ┿ဢ

�㺃� 1 ᩍච

࢔ࢥ
ㅮ⩏⛉┠

༢位数

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

ᑓ
㛛
ㅮ
⩏
⛉
┠

② ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠

࢔ ேᕤ環境ᑓᨷ

－ 18 －



- 19 -

必

修
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2 0
Ᏻ
඲
環
境
ᕤ
学

環
境
学

♫
఍
環
境

ۑ ۑ ۑ ーシࣙンᡓ␎論࣋ࣀ࢖ Ᏻᮏ㞞඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ۑ Ϩࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ᮏ⸨♸ᶞ 1 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ϩࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ᮏ⸨♸ᶞ 1 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 環境␿学・健康ࣜスࢡホ౯方法論 中஭㔛ྐ �㺃� 1
ۑ ۑ ۑ ▱㆑࣐࣓ࢪࢿンࢺとᶆ準໬ Ᏻᮏ㞞඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ۑ ≀㉁・生命と環境 ᯇᮏ┿ဢ�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ໬学≀㉁環境動ែゎᯒ ᑠᯘ๛�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境໬学ศᯒ学 டᒇ㝯ᚿ�他 �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 環境ᮦ料設ィ学Ϩ
Ⲩ∾㈼἞�
ఀ⸨ᬡᙪ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 環境ᮦ料設ィ学ϩ
Ⲩ∾㈼἞�
ఀ⸨ᬡᙪ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法Ϩ ᯇᮏ┿ဢ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法ϩ ⸨஭㯞ᶞᏊ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 㒔ᕷ環境⟶理学 ᑠᯘ๛�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ໬学≀㉁᭚㟢・ࣜスࢡホ౯ ୕Ꮿ♸୍ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境ᮦ料ࣉロセス学Ϩ 㣤ᓥᚿ行 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 環境ᮦ料ࣉロセス学ϩ ከࠎ見⣧୍ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと
設ഛのࣜス࢔ࢡセス࣓ンࢺϨ

➟஭ᑦဢ �㺃� 1

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと
設ഛのࣜス࢔ࢡセス࣓ンࢺϩ

➟஭ᑦဢ �㺃� 1

ۑ ۑ 㧗㏿཯ᛂ⛉学 ఀ㔛཭୍ᮁ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ
Sustainable Health and
Environment

௧和㸶年度は開ㅮせず �㺃� 1 ※㸲

ۑ ۑ 環境᤼出⟶理学 டᒇ㝯ᚿ�他 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 生ែ⣔ホ౯学Ϩ బࠎᮌ㞝大 �㺃� 1 ※１
ۑ ۑ ᆅᇦᨻ἞⤒῭システム論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※１
ۑ ۑ ᆅᇦ発ᒎᨻ⟇論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※１

ۑ ۑ
⬻⛉学の⏘業ᛂ用Ϩ�基♏⦅）「⬻と
ᚰの機能とはたらき」

ⴗཎ୍ᖹ �㺃� 1

ۑ ۑ
⬻⛉学の⏘業ᛂ用ϩ�ᛂ用⦅）「ᛂ用
⬻⛉学の⏘業ᒎ開」

ⴗཎ୍ᖹ �㺃� 1

ۑ ۑ
ーシࣙンとබඹᨻ⟇のィ㔞ᐇ࣋ࣀ࢖
証ศᯒϨ

ዟᒣᑦᏊ �㺃� 1

ۑ ۑ
ーシࣙンとබඹᨻ⟇のィ㔞ᐇ࣋ࣀ࢖
証ศᯒϩ

ዟᒣᑦᏊ �㺃� 1

ۑ ۑ ࣜスࢡᚰ理学Ϩ 㧘ᮌᙬ �㺃� 1
ۑ ۑ ࣜスࢡᚰ理学ϩ 㧘ᮌᙬ �㺃� 1
ۑ ۑ スと▱ⓗ㈈⏘法ࢿࢪࣅ ᮎ᐀㐩行 �㺃� 1
ۑ ۑ ン๰సと法࢖ࢨࢹ ᮎ᐀㐩行 �㺃� 1

ۑ 環境機能≀㉁⛉学Ϩ
ᫍ㔝㞝二㑻㸪
ᯇᮏ┿ဢ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ 環境機能≀㉁⛉学ϩ
ᫍ㔝㞝二㑻㸪
ᯇᮏ┿ဢ

�㺃� 1 ᩍච

࢔ࢥ
ㅮ⩏⛉┠

༢位数

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

ᑓ
㛛
ㅮ
⩏
⛉
┠

② ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠

࢔ ேᕤ環境ᑓᨷ
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必

修

㑅

ᢥ

Ᏻ
඲
環
境
ᕤ
学

環
境
学

♫
఍
環
境

ᑓ
㛛

ۑ 環境≀理໬学Ϩ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ 環境≀理໬学ϩ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理Ϩ ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ �㺃� 1
ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理ϩ ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ �㺃� 1
ۑ ⅆ⅏の⛉学と㜵ⅆᢏ⾡Ϩ ᒸὈ㈨ �㺃� 1
ۑ ⅆ⅏の⛉学と㜵ⅆᢏ⾡ϩ ᒸὈ㈨ �㺃� 1
ۑ ᵓ㐀システム学ࢺン࢙ࢪンテࣜ࢖ ⓑ▼ಇᙪ �㺃� 1
ۑ ᆅ⌫システム⛉学Ϩ ▼ᕝṇᘯ �㺃� 1 ※１
ۑ 㠀⥺ᙧຊ学≉論 中㔝健 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ᆅ㟈ࣜスࢡホ౯学 ⏿ᒣ健 �㺃� 2
ۑ ᭷機ᮦ料ᕤ学論 㧘㷂⥳ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ーᴫ論ࢪロ࣎࢖ࣛࢺ 大ஂಖග �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡Ϩ

⃅㇂ᛅᘯ �㺃� 1

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡ϩ

⃅㇂ᛅᘯ �㺃� 1

ۑ ーシࣙン⤌⧊論࣋ࣀ࢖ ࿘బ႐和 �㺃� 1 ※１

ۑ
スとࢿࢪࣅࣝࣂローࢢ
ーシࣙン࣋ࣀ࢖

࿘బ႐和 �㺃� 1 ※１

0 8

ۑ ۑ ۑ ேᕤ環境₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ ۑ ۑ ேᕤ環境₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ ۑ ۑ ேᕤ環境₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ ۑ ۑ ேᕤ環境₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1 ※２

ۑ 環境学₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ 環境学₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ 環境学₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ 環境学₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1 ※２

ۑ ♫఍環境₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ ♫఍環境₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ ♫఍環境₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1 ※２
ۑ ♫఍環境₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1 ※２

ۑ
ᵓ㐀システム学ࢺン࢙ࢪンテࣜ࢖
₇⩦Ϩ

ⓑ▼ಇᙪ 2 1 ※２

ۑ
ᵓ㐀システム学ࢺン࢙ࢪンテࣜ࢖
₇⩦ϩ

ⓑ▼ಇᙪ 2 1 ※２

ۑ
ᵓ㐀システム学ࢺン࢙ࢪンテࣜ࢖
₇⩦Ϫ

ⓑ▼ಇᙪ 2 1 ※２

ۑ
ᵓ㐀システム学ࢺン࢙ࢪンテࣜ࢖
₇⩦ϫ

ⓑ▼ಇᙪ 2 1 ※２

ۑ Ϩ⩦₇ࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※２
ۑ ϩ⩦₇ࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※２
ۑ Ϫ⩦₇ࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※２
ۑ ϫ⩦₇ࢺセス࣓ン࢔ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※２

₇
⩦

᭱ప必要༢位数ᑠィ

授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃

－ 19 －



必

修

㑅

ᢥ

Ᏻ
඲
環
境
ᕤ
学

環
境
学

♫
఍
環
境

ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦Ϩ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦ϩ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦Ϫ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦ϫ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦Ϩ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦ϩ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦Ϫ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦ϫ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦Ϩ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦ϩ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦Ϫ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦ϫ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦Ϩ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦ϩ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦Ϫ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦ϫ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦Ϩ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦ϩ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦Ϫ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦ϫ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦Ϩ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦ϩ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦Ϫ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦ϫ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦Ϩ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦ϩ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦Ϫ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦ϫ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦Ϩ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦ϩ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦Ϫ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦ϫ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

₇
⩦

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

－ 20 －



必

修

㑅

ᢥ

Ᏻ
඲
環
境
ᕤ
学

環
境
学

♫
఍
環
境

ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦Ϩ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦ϩ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦Ϫ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ ໬学཯ᛂࣉロセスのࣜスࢡ⟶理₇⩦ϫ⇃ᓮ⨾ᯞᏊ 2 1 ※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦Ϩ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦ϩ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦Ϫ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境໬学ศᯒ学₇⩦ϫ டᒇ㝯ᚿ�他 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦Ϩ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦ϩ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦Ϫ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２
ۑ 環境機能≀㉁⛉学₇⩦ϫ ᫍ㔝㞝二㑻 2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦Ϩ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦ϩ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦Ϫ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料設ィ学₇⩦ϫ
ఀ⸨ᬡᙪ�
Ⲩ∾㈼἞

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦Ϩ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦ϩ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦Ϫ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境ᮦ料ศᯒ手法₇⩦ϫ
⸨஭㯞ᶞᏊ�
ᯇᮏ┿ဢ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦Ϩ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦ϩ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦Ϫ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ 環境≀理໬学₇⩦ϫ
㞵ᐑ㝯�
ᯇᐑṇᙪ

2 1 ᩍච、※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦Ϩ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦ϩ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦Ϫ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
機Ეシステムのࣜスࢡホ౯と
ไᚚᢏ⾡₇⩦ϫ

⃅㇂ᛅᘯ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦Ϩ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦ϩ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦Ϫ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

ۑ ۑ
⏘業⅏ᐖ事ᨾのゎᯒと設ഛの
ࣜス࢔ࢡセス࣓ン₇ࢺ⩦ϫ

➟஭ᑦဢ 2 1 ※２

₇
⩦

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ
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必

修

㑅

ᢥ

Ᏻ
඲
環
境
ᕤ
学

環
境
学

♫
఍
環
境

ۑ ۑ 㧗㏿཯ᛂ⛉学₇⩦Ϩ ఀ㔛཭୍ᮁ 2 1 ᩍච、※２
ۑ ۑ 㧗㏿཯ᛂ⛉学₇⩦ϩ ఀ㔛཭୍ᮁ 2 1 ᩍච、※２
ۑ ۑ 㧗㏿཯ᛂ⛉学₇⩦Ϫ ఀ㔛཭୍ᮁ 2 1 ᩍච、※２
ۑ ۑ 㧗㏿཯ᛂ⛉学₇⩦ϫ ఀ㔛཭୍ᮁ 2 1 ᩍච、※２

0 8
ேᕤ環境࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ ᑓᨷ඲ᩍဨ 1 1
ேᕤ環境࣡ーࢡシࣙࣉࢵϩ ᑓᨷ඲ᩍဨ 2 1

2 0
4 16᭱ప必要༢位数合ィ

࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

₇
⩦

᭱ప必要༢位数ᑠィ

授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃

※１ ேᕤ環境ᑓᨷと自↛環境ᑓᨷ୧方のᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠なので、いずれかのᑓᨷに所ᒓしている学生が

当ヱ⛉┠を履修した場合は自ᑓᨷのᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠としてィ算され、修了に１༢位必要な「他ᑓᨷで

のࡳ開ㅮされているᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠」としてはィ算されません。

※２ ேᕤ環境ᑓᨷに所ᒓしている学生のෆ、中ᑓච(理⛉)又は㧗ᑓච(理⛉)の取得を希望しないものは、

ᑓᨷඹ通₇⩦にຍえ、Ᏻ඲環境ᕤ学ࣉロࣛࢢムに所ᒓしている学生はᏳ඲環境ᕤ学₇⩦を、環境学

ムに所ᒓしている学生は♫఍環ࣛࢢロࣉムに所ᒓしている学生は環境学₇⩦を、♫఍環境ࣛࢢロࣉ

境₇⩦を履修してください

中ᑓච(理⛉)又は㧗ᑓච(理⛉)の取得を希望する学生は、ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムࡈとの₇⩦として㈐௵ᣦ

ᑟᩍဨがᢸ当する₇⩦を᭱大㸲༢位まで㑅ᢥすることが可能です。㈐௵ᣦᑟᩍဨの開ㅮしている₇

⩦のഛ⪃ḍに「ᩍච」と書かれていない場合は、環境情報学府係に┦ㄯしてください。

※３ ேᕤ環境ᑓᨷに所ᒓしている学生は、中ᑓච(理⛉)又は㧗ᑓච(理⛉)の取得に必要な⛉┠として、

自↛環境ᑓᨷ開ㅮの「᳜≀㑇ఏᏊᕤ学Ϩ」「᳜≀㑇ఏᏊᕤ学ϩ」「᳜≀ศᏊ生理学 I」「᳜≀ศᏊ

生理学ϩ」「ᆅ⌫システム≀㉁ᚠ環論Ϩ」「ᆅ⌫システム≀㉁ᚠ環論ϩ」「ᾏὒ生≀環境学Ϩ」「ᾏ

ὒ生≀環境学ϩ」「ྂ生ែ学Ϩ」「ྂ生ែ学ϩ」「ᅵተ生≀学Ϩ」「ᅵተ生≀学ϩ」を履修するこ

とが可能です。

※㸲 ௧和㸷年度௨㝆ᗫṆணᐃの⛉┠です。

－ 21 －
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࢖ 自↛環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

自↛環境ᴫ論Ϩ 㙾࿡㯞⾰Ꮚ�他 �㺃� 1
自↛環境ᴫ論ϩ 下出ಙḟ�他 �㺃� 1

2 0

生
ែ
学

ᆅ
⌫
⛉
学

環
境
学
⾡

ۑ ۑ ۑ
㛵連ไ度をࡸࢡーࣃࢥ࢚ࢥスࢿࣘ
ά用した環境ඹ生ᆺᆅᇦの๰出

㓇஭ᬡᏊ �㺃� 1

ۑ ۑ ۑ 生ែ学㸸㐍໬と環境適ᛂ 㓇஭ᬡᏊ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 生ែ学≉別ㅮ⩏ 㓇஭ᬡᏊ�他 �㺃� 2 ᩍච、※１
ۑ ۑ ۑ 生ែ学≉別ᐇ㦂 㓇஭ᬡᏊ�他 �㺃� 2 ᩍච、※１
ۑ ۑ ۑ 生ែ⣔ホ౯学Ϩ బࠎᮌ㞝大 �㺃� 1 ᩍච、※㸲
ۑ ۑ ۑ 生ែ⣔ホ౯学ϩ బࠎᮌ㞝大 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᅵተ生≀学Ϩ 中᳃Ὀ୕ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᅵተ生≀学ϩ 中᳃Ὀ୕ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ †とᕝの生ែ学Ϩ 㙾࿡㯞⾰Ꮚ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ †とᕝの生ែ学ϩ 㙾࿡㯞⾰Ꮚ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 」合⣔気ೃ⛉学Ϩ ྜྷ⏣㱟二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 」合⣔気ೃ⛉学ϩ ྜྷ⏣㱟二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᐤ生とඹ生の生ែ学Ϩ 中ଠு௓ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᐤ生とඹ生の生ែ学ϩ 中ଠு௓ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 生ែ࢚ࣞࣜࢪンスのࢹータ⛉学Ϩ ᕝὠ୍㝯 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 生ែ࢚ࣞࣜࢪンスのࢹータ⛉学ϩ ᕝὠ୍㝯 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ┦஫స用生ែ学, ᆏ⏣ࡺず �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ┦஫స用生ែ学,, ᆏ⏣ࡺず �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᾏὒ生≀環境学Ϩ 下出ಙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᾏὒ生≀環境学ϩ 下出ಙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ྂ生ែ学Ϩ 和ோⰋ二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ྂ生ែ学ϩ 和ோⰋ二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊ機能学Ϩ ᑿᙧಙ୍ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊ機能学ϩ ᑿᙧಙ୍ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊᕤ学Ϩ ᒾῲ望 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊᕤ学ϩ ᒾῲ望 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀ศᏊ生理学Ϩ 中ᮧ㐩ኵ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀ศᏊ生理学ϩ 中ᮧ㐩ኵ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫システム⛉学Ϩ ▼ᕝṇᘯ �㺃� 1 ᩍච、※㸲
ۑ ۑ ᆅ⌫システム⛉学ϩ ▼ᕝṇᘯ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫システム≀㉁ᚠ環論Ϩ ᒣᮏఙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫システム≀㉁ᚠ環論ϩ ᒣᮏఙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫⛉学≉別ㅮ⩏ ▼ᕝṇᘯ�他 �㺃� 2 ᩍච、※２
ۑ ۑ ᆅ⌫⛉学≉別ᐇ㦂 ▼ᕝṇᘯ�他 �㺃� 2 ᩍච、※２
ۑ ۑ ศᏊ生≀学≉別ㅮ⩏ 中ᮧ㐩ኵ�他 �㺃� 2 ᩍච、※３
ۑ ۑ ศᏊ生≀学≉別ᐇ㦂 中ᮧ㐩ኵ�他 �㺃� 2 ᩍච、※３
ۑ ۑ ᾏᇦᆅ⌫≀理学 ᑠᖹ⚽୍ �㺃� 1
ۑ ۑ 生命㧗ḟ適ᛂ⛉学 ሬ㇂╬生 �㺃� 1
ۑ ۑ ᾏὒの環境ၥ㢟とᆅᇦ♫఍ 下出ಙḟ�他 �㺃� 1
ۑ ۑ ーシࣙン⤌⧊論࣋ࣀ࢖ ࿘బ႐和 �㺃� 1 ※㸲

ۑ ۑ
スとࢿࢪࣅࣝࣂローࢢ
ーシࣙン࣋ࣀ࢖

࿘బ႐和 �㺃� 1 ※㸲

ۑ ۑ 環境法Ϩ 及ᕝᩗ㈗ �㺃� 1
ۑ ۑ 環境法ϩ 及ᕝᩗ㈗ �㺃� 1
ۑ ۑ ᆅᇦᨻ἞⤒῭システム論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※㸲
ۑ ۑ ᆅᇦ発ᒎᨻ⟇論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※㸲

0 8᭱ప必要༢位数ᑠィ

授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃ᩍဨྡ

࢔ࢥ
ㅮ⩏⛉┠

᭱ప必要༢位数ᑠィ

ᑓ
㛛
ㅮ
⩏
⛉
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࢖ 自↛環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

自↛環境ᴫ論Ϩ 㙾࿡㯞⾰Ꮚ�他 �㺃� 1
自↛環境ᴫ論ϩ 下出ಙḟ�他 �㺃� 1

2 0

生
ែ
学

ᆅ
⌫
⛉
学

環
境
学
⾡

ۑ ۑ ۑ
㛵連ไ度をࡸࢡーࣃࢥ࢚ࢥスࢿࣘ
ά用した環境ඹ生ᆺᆅᇦの๰出

㓇஭ᬡᏊ �㺃� 1

ۑ ۑ ۑ 生ែ学㸸㐍໬と環境適ᛂ 㓇஭ᬡᏊ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 生ែ学≉別ㅮ⩏ 㓇஭ᬡᏊ�他 �㺃� 2 ᩍච、※１
ۑ ۑ ۑ 生ែ学≉別ᐇ㦂 㓇஭ᬡᏊ�他 �㺃� 2 ᩍච、※１
ۑ ۑ ۑ 生ែ⣔ホ౯学Ϩ బࠎᮌ㞝大 �㺃� 1 ᩍච、※㸲
ۑ ۑ ۑ 生ែ⣔ホ౯学ϩ బࠎᮌ㞝大 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᅵተ生≀学Ϩ 中᳃Ὀ୕ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᅵተ生≀学ϩ 中᳃Ὀ୕ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ †とᕝの生ែ学Ϩ 㙾࿡㯞⾰Ꮚ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ †とᕝの生ែ学ϩ 㙾࿡㯞⾰Ꮚ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 」合⣔気ೃ⛉学Ϩ ྜྷ⏣㱟二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 」合⣔気ೃ⛉学ϩ ྜྷ⏣㱟二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᐤ生とඹ生の生ែ学Ϩ 中ଠு௓ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ᐤ生とඹ生の生ែ学ϩ 中ଠு௓ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 生ែ࢚ࣞࣜࢪンスのࢹータ⛉学Ϩ ᕝὠ୍㝯 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 生ែ࢚ࣞࣜࢪンスのࢹータ⛉学ϩ ᕝὠ୍㝯 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ┦஫స用生ែ学, ᆏ⏣ࡺず �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ ┦஫స用生ែ学,, ᆏ⏣ࡺず �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᾏὒ生≀環境学Ϩ 下出ಙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᾏὒ生≀環境学ϩ 下出ಙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ྂ生ែ学Ϩ 和ோⰋ二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ྂ生ែ学ϩ 和ோⰋ二 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊ機能学Ϩ ᑿᙧಙ୍ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊ機能学ϩ ᑿᙧಙ୍ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊᕤ学Ϩ ᒾῲ望 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀㑇ఏᏊᕤ学ϩ ᒾῲ望 �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀ศᏊ生理学Ϩ 中ᮧ㐩ኵ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᳜≀ศᏊ生理学ϩ 中ᮧ㐩ኵ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫システム⛉学Ϩ ▼ᕝṇᘯ �㺃� 1 ᩍච、※㸲
ۑ ۑ ᆅ⌫システム⛉学ϩ ▼ᕝṇᘯ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫システム≀㉁ᚠ環論Ϩ ᒣᮏఙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫システム≀㉁ᚠ環論ϩ ᒣᮏఙḟ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ᆅ⌫⛉学≉別ㅮ⩏ ▼ᕝṇᘯ�他 �㺃� 2 ᩍච、※２
ۑ ۑ ᆅ⌫⛉学≉別ᐇ㦂 ▼ᕝṇᘯ�他 �㺃� 2 ᩍච、※２
ۑ ۑ ศᏊ生≀学≉別ㅮ⩏ 中ᮧ㐩ኵ�他 �㺃� 2 ᩍච、※３
ۑ ۑ ศᏊ生≀学≉別ᐇ㦂 中ᮧ㐩ኵ�他 �㺃� 2 ᩍච、※３
ۑ ۑ ᾏᇦᆅ⌫≀理学 ᑠᖹ⚽୍ �㺃� 1
ۑ ۑ 生命㧗ḟ適ᛂ⛉学 ሬ㇂╬生 �㺃� 1
ۑ ۑ ᾏὒの環境ၥ㢟とᆅᇦ♫఍ 下出ಙḟ�他 �㺃� 1
ۑ ۑ ーシࣙン⤌⧊論࣋ࣀ࢖ ࿘బ႐和 �㺃� 1 ※㸲

ۑ ۑ
スとࢿࢪࣅࣝࣂローࢢ
ーシࣙン࣋ࣀ࢖

࿘బ႐和 �㺃� 1 ※㸲

ۑ ۑ 環境法Ϩ 及ᕝᩗ㈗ �㺃� 1
ۑ ۑ 環境法ϩ 及ᕝᩗ㈗ �㺃� 1
ۑ ۑ ᆅᇦᨻ἞⤒῭システム論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※㸲
ۑ ۑ ᆅᇦ発ᒎᨻ⟇論 㐲⸨⪽ �㺃� 1 ※㸲

0 8᭱ప必要༢位数ᑠィ

授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃ᩍဨྡ

࢔ࢥ
ㅮ⩏⛉┠

᭱ప必要༢位数ᑠィ

ᑓ
㛛
ㅮ
⩏
⛉
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必

修

㑅

ᢥ

生
ែ
学

ᆅ
⌫
⛉
学

環
境
学
⾡

ۑ ۑ ۑ 自↛環境₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ ۑ ۑ 自↛環境₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ ۑ ۑ 自↛環境₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ ۑ ۑ 自↛環境₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦

ۑ 生ែ学₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1

ۑ ᆅ⌫⛉学₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 環境学⾡₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1

0 8

自↛環境࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ ᑓᨷ඲ᩍဨ 1 1
自↛環境࣡ーࢡシࣙࣉࢵϩ ᑓᨷ඲ᩍဨ 2 1

2 0

4 16

࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

₇
⩦

授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数合ィ

༢位数

ഛ⪃

※１ 生ែ学≉別ㅮ⩏を履修した学生のࡳが生ែ学≉別ᐇ㦂を履修することができます。なお、生ែ学

≉別ㅮ⩏を履修した場合、ศᏊ生≀学≉別ㅮ⩏及びᆅ⌫⛉学≉別ㅮ⩏を履修することはできません。

  これらの⛉┠の履修を᳨ウする場合は୺ᣦᑟᩍဨに事前に┦ㄯしてください。

※２ ᆅ⌫⛉学≉別ㅮ⩏を履修した学生のࡳがᆅ⌫⛉学≉別ᐇ㦂を履修することができます。なお、ᆅ

⌫⛉学≉別ㅮ⩏を履修した場合、生ែ学≉別ㅮ⩏及びศᏊ生≀学≉別ㅮ⩏を履修することはできま

せん。

※３ ศᏊ生≀学≉別ㅮ⩏を履修した学生のࡳがศᏊ生≀学≉別ᐇ㦂履修することができます。なお、

ศᏊ生≀学≉別ㅮ⩏を履修した場合、生ែ学≉別ㅮ⩏及びᆅ⌫⛉学≉別ㅮ⩏を履修することはでき

ません。

※㸲 ேᕤ環境ᑓᨷと自↛環境ᑓᨷ୧方のᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠なので、いずれかのᑓᨷに所ᒓしている学生が

当ヱ⛉┠を履修した場合は自ᑓᨷのᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠としてィ算され、修了に１༢位必要な「他ᑓᨷで

のࡳ開ㅮされているᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠」としてはィ算されません。

－ 23 －
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ウ 情報環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

情報環境ᴫ論Ϩ ᒸᔱඞ඾�他 �㺃� 1
情報環境ᴫ論ϩ 㔝間῟�他 �㺃� 1 ᩍච

2 0

情
報
学

数
理
⛉
学

情
報
学
⾡

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論Ϩ
中ᮏᩔᾈ�
ᑠ㛵健ኴ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論ϩ
㔝間῟�
ཎ下⚽ኈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論Ϫ
∵㉺᝴理ె�
ⓑᓮᐇ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論ϫ ℨᕝᝋ生 �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数್シ࣑ࣗࣞーシࣙンの数理
ᒣ⏣㈗༤�
ᯇ஭和ᕫ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理ࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論 ᅄ方㡰ྖ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理ゎᯒࣔࣜࢹンࢢϨ
ᯇ஭和ᕫ�
ᒣ⏣㈗༤

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理ゎᯒࣔࣜࢹンࢢϩ
ᯇ஭和ᕫ�
ᒣ⏣㈗༤

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論Ϩ ⓑᓮᐇ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論ϩ ⓑᓮᐇ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ ≀理ࣔࣜࢹンࢢの数理
ᒣ⏣㈗༤�
ᯇ஭和ᕫ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕ゎᯒϨ ྜྷᒸඞ成�他 �㺃� 1
ۑ ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕情報学Ϩ ᅄ方㡰ྖ�他 �㺃� 1
ۑ ۑ 情報学Ϩ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ࣐ࣝ ᐩ஭ᑦᚿ�他 �㺃� 1
ۑ ۑ ᭱適໬と᥈⣴Ϩ ⏣㑔㑈ྖ �㺃� 1
ۑ ۑ ேᕤ▱能≉論Ϩ ⓑᕝ┿୍ �㺃� 1
ۑ ۑ ே間情報ฎ理Ϩ ᒸᔱඞ඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ே間情報ฎ理ϩ ᒸᔱඞ඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ゝㄒ情報ᛂ用論 ᳃㎮則 �㺃� 1
ۑ ۑ ゝㄒ情報ฎ理基♏論 ᳃㎮則 �㺃� 1
ۑ ۑ ே間システムᕤ学Ϩ ᓥᆂ௓ �㺃� 1

ۑ ۑ ー≉論Ϩࢪロ࣏ࢺ ௧和㸶年度は開ㅮせず �㺃� 1 ᩍච、※３
ۑ ۑ ゎᯒ学≉論Ϩ ∵㉺᝴理ె �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 数理情報≉論Ϩ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ௦数学≉論Ϩ
ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ௦数ᗄఱ学≉論Ϩ
㔝間῟�ཎ下
⚽ኈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 㞳ᩓ数学≉論Ϩ 中ᮏᩔᾈ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論Ϩ ℨᕝᝋ生 �㺃� 1 ᩍච

ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕ゎᯒϩ ྜྷᒸඞ成�他 �㺃� 1
ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕情報学ϩ ྜྷᒸඞ成�他 �㺃� 1
ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕情報学ᛂ用 ௧和�年度は開ㅮせず �㺃� 1
ۑ 情報学ϩ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ࣐ࣝ ᐩ஭ᑦᚿ�他 �㺃� 1
ۑ ᭱適໬と᥈⣴ϩ ⏣㑔㑈ྖ �㺃� 1
ۑ ேᕤ▱能≉論ϩ ⓑᕝ┿୍ �㺃� 1
ۑ ே間システムᕤ学ϩ ᓥᆂ௓ �㺃� 1

授業⛉┠のྡ⛠

᭱ప必要༢位数ᑠィ

ഛ⪃ᩍဨྡ

࢔ࢥ
ㅮ⩏⛉┠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ᑓ
㛛
ㅮ
⩏
⛉
┠
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ウ 情報環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

情報環境ᴫ論Ϩ ᒸᔱඞ඾�他 �㺃� 1
情報環境ᴫ論ϩ 㔝間῟�他 �㺃� 1 ᩍච

2 0

情
報
学

数
理
⛉
学

情
報
学
⾡

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論Ϩ
中ᮏᩔᾈ�
ᑠ㛵健ኴ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論ϩ
㔝間῟�
ཎ下⚽ኈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論Ϫ
∵㉺᝴理ె�
ⓑᓮᐇ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論ϫ ℨᕝᝋ生 �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数್シ࣑ࣗࣞーシࣙンの数理
ᒣ⏣㈗༤�
ᯇ஭和ᕫ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理ࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論 ᅄ方㡰ྖ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理ゎᯒࣔࣜࢹンࢢϨ
ᯇ஭和ᕫ�
ᒣ⏣㈗༤

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理ゎᯒࣔࣜࢹンࢢϩ
ᯇ஭和ᕫ�
ᒣ⏣㈗༤

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論Ϩ ⓑᓮᐇ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論ϩ ⓑᓮᐇ �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ۑ ≀理ࣔࣜࢹンࢢの数理
ᒣ⏣㈗༤�
ᯇ஭和ᕫ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕ゎᯒϨ ྜྷᒸඞ成�他 �㺃� 1
ۑ ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕情報学Ϩ ᅄ方㡰ྖ�他 �㺃� 1
ۑ ۑ 情報学Ϩ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ࣐ࣝ ᐩ஭ᑦᚿ�他 �㺃� 1
ۑ ۑ ᭱適໬と᥈⣴Ϩ ⏣㑔㑈ྖ �㺃� 1
ۑ ۑ ேᕤ▱能≉論Ϩ ⓑᕝ┿୍ �㺃� 1
ۑ ۑ ே間情報ฎ理Ϩ ᒸᔱඞ඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ே間情報ฎ理ϩ ᒸᔱඞ඾ �㺃� 1
ۑ ۑ ゝㄒ情報ᛂ用論 ᳃㎮則 �㺃� 1
ۑ ۑ ゝㄒ情報ฎ理基♏論 ᳃㎮則 �㺃� 1
ۑ ۑ ே間システムᕤ学Ϩ ᓥᆂ௓ �㺃� 1

ۑ ۑ ー≉論Ϩࢪロ࣏ࢺ ௧和㸶年度は開ㅮせず �㺃� 1 ᩍච、※３
ۑ ۑ ゎᯒ学≉論Ϩ ∵㉺᝴理ె �㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 数理情報≉論Ϩ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ௦数学≉論Ϩ
ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ ௦数ᗄఱ学≉論Ϩ
㔝間῟�ཎ下
⚽ኈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ۑ 㞳ᩓ数学≉論Ϩ 中ᮏᩔᾈ �㺃� 1 ᩍච
ۑ ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論Ϩ ℨᕝᝋ生 �㺃� 1 ᩍච

ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕ゎᯒϩ ྜྷᒸඞ成�他 �㺃� 1
ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕情報学ϩ ྜྷᒸඞ成�他 �㺃� 1
ۑ セ࢟ࣗࣜテ࢕情報学ᛂ用 ௧和�年度は開ㅮせず �㺃� 1
ۑ 情報学ϩ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ࣐ࣝ ᐩ஭ᑦᚿ�他 �㺃� 1
ۑ ᭱適໬と᥈⣴ϩ ⏣㑔㑈ྖ �㺃� 1
ۑ ேᕤ▱能≉論ϩ ⓑᕝ┿୍ �㺃� 1
ۑ ே間システムᕤ学ϩ ᓥᆂ௓ �㺃� 1

授業⛉┠のྡ⛠

᭱ప必要༢位数ᑠィ

ഛ⪃ᩍဨྡ

࢔ࢥ
ㅮ⩏⛉┠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ᑓ
㛛
ㅮ
⩏
⛉
┠
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必

修

㑅

ᢥ

情
報
学

数
理
⛉
学

情
報
学
⾡

ۑ :HE情報ᕤ学Ϩ ᮧᒣኴ୍ �㺃� 1
ۑ :HE情報ᕤ学ϩ ᮧᒣኴ୍ �㺃� 1

ۑ ー≉論ϩࢪロ࣏ࢺ ௧和㸶年度は開ㅮせず �㺃� 1 ᩍච
ۑ ゎᯒ学≉論ϩ ∵㉺᝴理ె �㺃� 1 ᩍච

ۑ 数理情報≉論ϩ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ௦数学≉論ϩ
ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

�㺃� 1 ᩍච

ۑ ௦数ᗄఱ学≉論ϩ
㔝間῟�ཎ下
⚽ኈ

�㺃� 1 ᩍච

ۑ 㞳ᩓ数学≉論ϩ 中ᮏᩔᾈ �㺃� 1 ᩍච
ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論ϩ ℨᕝᝋ生 �㺃� 1 ᩍච

ۑ 理論ゝㄒ学基┙論Ϩ ⸨஭཭ẚ࿅ �㺃� 1
ۑ 理論ゝㄒ学基┙論ϩ ⸨஭཭ẚ࿅ �㺃� 1
ۑ 理論ゝㄒ学≉論Ϩ ⸨஭཭ẚ࿅ �㺃� 1
ۑ 理論ゝㄒ学≉論ϩ ⸨஭཭ẚ࿅ �㺃� 1

0 8

ۑ ۑ ۑ 情報環境₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦、※１

ۑ ۑ ۑ 情報環境₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦、※１

ۑ ۑ ۑ 情報環境₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦、※１

ۑ ۑ ۑ 情報環境₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ᑓᨷඹ通
₇⩦、※１

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論₇⩦Ϩ
中ᮏᩔᾈ�
ᑠ㛵健ኴ

1 1 ᩍච㸪※１

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論₇⩦ϩ
ཎ下⚽ኈ�
㔝間῟

1 1 ᩍච㸪※１

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論₇⩦Ϫ
∵㉺᝴理ె�
ⓑᓮᐇ

1 1 ᩍච㸪※１

ۑ ۑ ۑ 情報数学≉論₇⩦ϫ ℨᕝᝋ生 1 1 ᩍච㸪※１

ۑ 情報学₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 数理⛉学₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 数理⛉学₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 数理⛉学₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 数理⛉学₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 情報学⾡₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学⾡₇⩦ϩ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学⾡₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学⾡₇⩦ϫ ྛᩍဨ 2 1

ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論₇⩦Ϩ ⓑᓮᐇ 2 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論₇⩦ϩ ⓑᓮᐇ 2 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論₇⩦Ϫ ⓑᓮᐇ 2 1 ᩍච
ۑ ۑ ۑ 数理≀理シ࣑ࣗࣞーシࣙン≉論₇⩦ϫ ⓑᓮᐇ 2 1 ᩍච

ۑ ー≉論₇⩦Ϩࢪロ࣏ࢺ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※３
ۑ ー≉論₇⩦ϩࢪロ࣏ࢺ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※３
ۑ ー≉論₇⩦Ϫࢪロ࣏ࢺ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※３
ۑ ー≉論₇⩦ϫࢪロ࣏ࢺ ௧和㸶年度は開ㅮせず 2 1 ᩍච、※３

授業⛉┠のྡ⛠

₇
⩦

ᑓ
㛛
ㅮ
⩏
⛉
┠

ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃

᭱ప必要༢位数ᑠィ
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必

修

㑅

ᢥ

情
報
学

数
理
⛉
学

情
報
学
⾡

ۑ ゎᯒ学≉論₇⩦Ϩ ∵㉺᝴理ె 2 1 ᩍච
ۑ ゎᯒ学≉論₇⩦ϩ ∵㉺᝴理ె 2 1 ᩍච
ۑ ゎᯒ学≉論₇⩦Ϫ ∵㉺᝴理ె 2 1 ᩍච
ۑ ゎᯒ学≉論₇⩦ϫ ∵㉺᝴理ె 2 1 ᩍච

ۑ 数理情報≉論₇⩦Ϩ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ

2 1 ᩍච

ۑ 数理情報≉論₇⩦ϩ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ

2 1 ᩍච

ۑ 数理情報≉論₇⩦Ϫ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ

2 1 ᩍච

ۑ 数理情報≉論₇⩦ϫ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ

2 1 ᩍච

ۑ ௦数学≉論₇⩦Ϩ
ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

2 1 ᩍච

ۑ ௦数学≉論₇⩦ϩ
ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

2 1 ᩍච

ۑ ௦数学≉論₇⩦Ϫ
ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

2 1 ᩍච

ۑ ௦数学≉論₇⩦ϫ
ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

2 1 ᩍච

ۑ ௦数ᗄఱ学≉論₇⩦Ϩ
㔝間῟�ཎ下
⚽ኈ

2 1 ᩍච

ۑ ௦数ᗄఱ学≉論₇⩦ϩ
㔝間῟�ཎ下
⚽ኈ

2 1 ᩍච

ۑ ௦数ᗄఱ学≉論₇⩦Ϫ
㔝間῟�ཎ下
⚽ኈ

2 1 ᩍච

ۑ ௦数ᗄఱ学≉論₇⩦ϫ
㔝間῟�ཎ下
⚽ኈ

2 1 ᩍච

ۑ 㞳ᩓ数学≉論₇⩦Ϩ 中ᮏᩔᾈ 2 1 ᩍච
ۑ 㞳ᩓ数学≉論₇⩦ϩ 中ᮏᩔᾈ 2 1 ᩍච
ۑ 㞳ᩓ数学≉論₇⩦Ϫ 中ᮏᩔᾈ 2 1 ᩍච
ۑ 㞳ᩓ数学≉論₇⩦ϫ 中ᮏᩔᾈ 2 1 ᩍච
ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論₇⩦Ϩ ℨᕝᝋ生 2 1 ᩍච
ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論₇⩦ϩ ℨᕝᝋ生 2 1 ᩍච
ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論₇⩦Ϫ ℨᕝᝋ生 2 1 ᩍච
ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論₇⩦ϫ ℨᕝᝋ生 2 1 ᩍච

0 8

情報環境࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ ᑓᨷ඲ᩍဨ 1 1
情報環境࣡ーࢡシࣙࣉࢵϩ ᑓᨷ඲ᩍဨ 2 1

2 0

4 16

₇
⩦

᭱ప必要༢位数合ィ

࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

༢位数

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

※１ 情報環境ᑓᨷに所ᒓしている学生のෆ、中ᑓච(数学)又は㧗ᑓච(数学)の取得を希望する学生は、

ᑓᨷඹ通₇⩦として「情報数学≉論₇⩦Ϩ㹼ϫ」を履修してください。

※２ 情報環境ᑓᨷに所ᒓしている学生は、中ᑓච(数学)又は㧗ᑓච(数学)の取得に必要な⛉┠として、

理ᕤ学府開ㅮの「ඛ㐍数理⛉学 ☜⋡ A」「ඛ㐍数理⛉学 ☜⋡ B」「ඛ㐍数理⛉学 ⤫ィ」「数

理⛉学 ☜⋡・⤫ィ」「数理⛉学 。ンス」を履修することができます࢚࢖ࢧ・ータࢹ

※３ ௧和㸷年度௨㝆ᗫṆணᐃの⛉┠です。
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必

修

㑅

ᢥ

情
報
学

数
理
⛉
学

情
報
学
⾡

ۑ ゎᯒ学≉論₇⩦Ϩ ∵㉺᝴理ె 2 1 ᩍච
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ۑ ゎᯒ学≉論₇⩦ϫ ∵㉺᝴理ె 2 1 ᩍච

ۑ 数理情報≉論₇⩦Ϩ
ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ
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ᑠ㛵健ኴ�
中ᮏᩔᾈ
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ཎ下⚽ኈ�㔝
間῟

2 1 ᩍච
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ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論₇⩦ϩ ℨᕝᝋ生 2 1 ᩍච
ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論₇⩦Ϫ ℨᕝᝋ生 2 1 ᩍච
ۑ 㔞Ꮚࢬࣜࢦࣝ࢔ム≉論₇⩦ϫ ℨᕝᝋ生 2 1 ᩍච
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࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

༢位数

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

㓄
当
年
ḟ

※１ 情報環境ᑓᨷに所ᒓしている学生のෆ、中ᑓච(数学)又は㧗ᑓච(数学)の取得を希望する学生は、

ᑓᨷඹ通₇⩦として「情報数学≉論₇⩦Ϩ㹼ϫ」を履修してください。

※２ 情報環境ᑓᨷに所ᒓしている学生は、中ᑓච(数学)又は㧗ᑓච(数学)の取得に必要な⛉┠として、

理ᕤ学府開ㅮの「ඛ㐍数理⛉学 ☜⋡ A」「ඛ㐍数理⛉学 ☜⋡ B」「ඛ㐍数理⛉学 ⤫ィ」「数

理⛉学 ☜⋡・⤫ィ」「数理⛉学 。ンス」を履修することができます࢚࢖ࢧ・ータࢹ

※３ ௧和㸷年度௨㝆ᗫṆணᐃの⛉┠です。
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③ 環境情報学府でඛ㐍ᐇ㊶学環に提౪している授業⛉┠で修了要௳とならない授業⛉┠

༤ኈ課程前期に所ᒓしている学生は、ඛ㐍ᐇ㊶学環の⛉┠を履修することができます。なお、௨下

にᥖ㍕している⛉┠⩌にࡘいては修了要௳となりません。

環境情報学府でඛ㐍ᐇ㊶学環に提౪している授業⛉┠で修了要௳とならない授業⛉┠୍ぴ

ᮦ料とຍᕤ ᆏᮏ�ᬛ 1

⢭ᐦ◒⢏ຍᕤ学 ᆏᮏ�ᬛ 1

⿕᭹環境学Ϩ ⸃ᮏ�ᘺ生 1

⿕᭹環境学ϩ ⸃ᮏ�ᘺ生 1

ྂᾏὒ学 Ἑ₲�ಇ࿃ 1

ᾏὒᆅ㉁学 Ἑ₲�ಇ࿃ 1

気㇟学 中㔝�満ᑑ⏨ 1

ྎ㢼ຊ学 中㔝�満ᑑ⏨ 1

᳜≀⣔⤫ศ類学 ಴⏣�⸅Ꮚ 1

生≀ᆅ理学Ϩ ಴⏣�⸅Ꮚ 1

♫఍の中の数理Ϩ Ⲉᮌ�㈗ᚨ 1

♫఍の中の数理ϩ Ⲉᮌ�㈗ᚨ 1

英ㄒ学ㅮ⩏ ⏣中�⚽Ẏ 1

対照ゝㄒ学ㅮ⩏ ⏣中�⚽Ẏ 1

ᗄఱ学≉論Ϩ ᒣᙧ�⣪ᜨᏊ 1

ᗄఱ学≉論ϩ ᒣᙧ�⣪ᜨᏊ 1

༢

位

数
ᩍဨྡ授業⛉┠のྡ⛠

④ その他

日ᮏ学生支援機ᵓの、ᩍဨになった⪅に対するዡ学㔠の㏉㑏ච除ไ度（ᩍဨච除）を฼用するணᐃの

学生は、「学ᰯ等でのᐇ⩦を必㡲とする⛉┠」を修得する必要があります。௨下の⛉┠を、「学ᰯ等で

のᐇ⩦を必㡲とする⛉┠」として履修することができます。（修了要௳となりません。）

  

授業⛉┠のྡ⛠ ᩍဨྡ

༢
位
数

ഛ⪃

理数ᑓ㛛ᐇ⩦ ᯇᮏ┿ဢ㸪中ᮏᩔᾈ 1 ᩍච

－ 27 －
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(4)環境情報学㝿๪ᑓᨷࣉロࣛࢢム

「環境情報学㝿๪ᑓᨷࣉロࣛࢢム」（௨下「ࣉロࣛࢢム」とい࠺。）は、「環境」と「情報」からᗈ

がる学㝿ⓗ㡿ᇦのᩍ⫱◊✲を᥎㐍するため、環境情報学府が開設している学㝿ⓗ⛉┠を履修することに

より、学㝿ⓗศ㔝における◊✲ά動成ᯝのྥ上と、学㝿ⓗ・ᐇ㊶ⓗなேᮦを⫱成することを┠ⓗとした

。ムですࣛࢢロࣉ

履修要௳ࡸ修了要௳、ࣉロࣛࢢム授業⛉┠にࡘいては、「授業支援システム」にᥖ㍕されている、ࣉ

ロࣛࢢムの履修᱌ෆを☜認してください。

。ムの修了⪅には、修了証を交付しますࣛࢢロࣉ

① ムの手続き及び履修登録ࣛࢢロࣉ

。ムの履修を希望する学生は、㈐௵ᣦᑟᩍဨと┦ㄯした上で、ḟの書類を提出してくださいࣛࢢロࣉ

・履修申請書（ᵝᘧ１）

・履修ィ⏬⾲（ᵝᘧ２）

また、࢔ࢥ⛉┠、学㝿ⓗ⛉┠㸿、学㝿ⓗ⛉┠㹀及び学㝿ⓗ⛉┠㹁の履修登録は、履修申請書（ᵝᘧ１）

及び履修ィ⏬書（ᵝᘧ２）を環境情報学府係に提出するとともに、履修登録期間ෆに履修登録してくだ

さい。

② ム修了申請ࣛࢢロࣉ

ム修了をする場合は、修ኈ論文提出⾲提出期間に、修ኈ論文提出⾲を提出するとともに修了ࣛࢢロࣉ

申請書（ᵝᘧ３）を環境情報学府係に提出してください。

(5)学修証明ࣉロࣛࢢム「ே間と生≀ᅪの࢖ࢨࢹンによる♫఍発ᒎ」

学修証明ࣉロࣛࢢム「ே間と生≀ᅪの࢖ࢨࢹンによる♫఍発ᒎ」（௨下「ࣉロࣛࢢム」とい࠺。）で

は、生≀ᅪಖᏑᆅᇦとそれをάかしたᆅᇦ᣺⯆に㛵する࢔ࢥ⛉┠、生ែ⣔に㛵するᑓ㛛ᛶを㧗める自↛

⛉┠及びᆅᇦ᣺⯆に㛵するᑓ㛛ᛶを㧗める♫఍⛉┠を履修し、生≀ᅪಖᏑᆅᇦ等の生ែ⣔ࡸそれをάか

したᆅᇦ発ᒎに㈉⊩する修ኈ論文◊✲を行な࠺ことにより、生ែ⣔をάかしてᆅᇦ᣺⯆を図る⌧場でά

㌍するのに必要なᑓ㛛ᐙとしての▱㆑とࣉロࢺࢡ࢙ࢪ能ຊをᣢった㧗度ᐇົேᮦの⫱成を┠ᣦします。

履修要௳ࡸ修了要௳、ࣉロࣛࢢム授業⛉┠にࡘいては、「授業支援システム」にᥖ㍕されている、ࣉ

ロࣛࢢムの履修᱌ෆを☜認してください。

。ムの修了⪅には、学修証明書を交付しますࣛࢢロࣉ

① ムの手続き及び履修登録ࣛࢢロࣉ

。ムの履修を希望する学生は、㈐௵ᣦᑟᩍဨと┦ㄯした上で、ḟの書類を提出してくださいࣛࢢロࣉ

・履修申請書（ᵝᘧ１）

・履修ィ⏬⾲（ᵝᘧ２）

また、࢔ࢥ⛉┠、自↛⛉┠及び♫఍⛉┠の履修登録は、履修申請書（ᵝᘧ１）及び履修ィ⏬書（ᵝᘧ２）

を環境情報学府係に提出するとともに、履修登録期間ෆに履修登録してください。

② ム修了申請ࣛࢢロࣉ

ム修了をする場合は、修ኈ論文提出⾲提出期間に、修ኈ論文提出⾲を提出するとともに修了ࣛࢢロࣉ

申請書（ᵝᘧ３）を環境情報学府係に提出してください。
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(4)環境情報学㝿๪ᑓᨷࣉロࣛࢢム

「環境情報学㝿๪ᑓᨷࣉロࣛࢢム」（௨下「ࣉロࣛࢢム」とい࠺。）は、「環境」と「情報」からᗈ

がる学㝿ⓗ㡿ᇦのᩍ⫱◊✲を᥎㐍するため、環境情報学府が開設している学㝿ⓗ⛉┠を履修することに

より、学㝿ⓗศ㔝における◊✲ά動成ᯝのྥ上と、学㝿ⓗ・ᐇ㊶ⓗなேᮦを⫱成することを┠ⓗとした

。ムですࣛࢢロࣉ

履修要௳ࡸ修了要௳、ࣉロࣛࢢム授業⛉┠にࡘいては、「授業支援システム」にᥖ㍕されている、ࣉ

ロࣛࢢムの履修᱌ෆを☜認してください。

。ムの修了⪅には、修了証を交付しますࣛࢢロࣉ

① ムの手続き及び履修登録ࣛࢢロࣉ

。ムの履修を希望する学生は、㈐௵ᣦᑟᩍဨと┦ㄯした上で、ḟの書類を提出してくださいࣛࢢロࣉ

・履修申請書（ᵝᘧ１）

・履修ィ⏬⾲（ᵝᘧ２）

また、࢔ࢥ⛉┠、学㝿ⓗ⛉┠㸿、学㝿ⓗ⛉┠㹀及び学㝿ⓗ⛉┠㹁の履修登録は、履修申請書（ᵝᘧ１）
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さい。
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履修要௳ࡸ修了要௳、ࣉロࣛࢢム授業⛉┠にࡘいては、「授業支援システム」にᥖ㍕されている、ࣉ

ロࣛࢢムの履修᱌ෆを☜認してください。

。ムの修了⪅には、学修証明書を交付しますࣛࢢロࣉ

① ムの手続き及び履修登録ࣛࢢロࣉ

。ムの履修を希望する学生は、㈐௵ᣦᑟᩍဨと┦ㄯした上で、ḟの書類を提出してくださいࣛࢢロࣉ

・履修申請書（ᵝᘧ１）

・履修ィ⏬⾲（ᵝᘧ２）

また、࢔ࢥ⛉┠、自↛⛉┠及び♫఍⛉┠の履修登録は、履修申請書（ᵝᘧ１）及び履修ィ⏬書（ᵝᘧ２）

を環境情報学府係に提出するとともに、履修登録期間ෆに履修登録してください。

② ム修了申請ࣛࢢロࣉ

ム修了をする場合は、修ኈ論文提出⾲提出期間に、修ኈ論文提出⾲を提出するとともに修了ࣛࢢロࣉ

申請書（ᵝᘧ３）を環境情報学府係に提出してください。
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２ ᚋᮇㄢ⛬

(1)⛉┠と修了にࡘいて

① ⛉┠とࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉไ度

環境情報学府の後期課程の⛉┠は、୕ᑓᨷඹ通の学府ඹ通⛉┠（環境情報ࣜテࣛシー⛉┠、

༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン及び環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠）及びᑓᨷࡈとに異

なるᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠（₇⩦及び࣡ーࢡシࣙࣉࢵ）によってᵓ成されています。また、学生の基♏

ⓗ▱㆑を⿵඘するためにࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉไ度を設けています。

࢔ 環境情報ࣜテࣛシー⛉┠

ศ㔝の異なるᩍဨの༠ാによってᐇ᪋し、１ࡘのテー࣐に対して学㝿ⓗな文理⼥合・異ศ㔝

⼥合ⓗなどⅬで㆟論されるᵝᏊを学生に示す⛉┠です。

࢖ ༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン

㧗度なᩍ⫱・◊✲ேᮦが࢔࣑ࢹ࢝࢔だけでなく、ᗈく♫఍でά㌍するために必要となる▱㆑

ス設ィにࣃ࢔⣲㣴を㌟に╔けるとඹに、♫఍でồめられる༤ኈேᮦീを▱り、自㌟の࢟ࣕࣜࡸ

ᙺ立てるための⛉┠です。

ウ 環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

ྛศ㔝を≌引するࣜーダーⓗなேᮦに必要なỗ用なᢏ能と環境情報ⓗなどⅬによる課㢟発

見・課㢟ゎỴの手法を学ࡪために設けられた、他⪅との༠ാのためのࢥンࣆテンスを修得する

ための⛉┠です。

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦の履修にࡘいては、࢜ ࢚ࣜンテーシࣙン時にㄝ明を行いま

す。

࢚ ₇⩦

学位取得を┠ᣦしてᑓᨷෆのᩍဨによって行ࢃれる◊✲ᣦᑟで、ᣦᑟጤဨ఍によって学生の

ᑓ㛛ᛶをᢸಖするᣦᑟを行います。㈐௵ᣦᑟᩍဨが開ㅮする₇⩦(ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムࡈとの₇⩦)
を履修することがཎ則ですが、ᣦᑟጤဨ఍が認めた場合には、㈐௵ᣦᑟᩍဨ௨እが開ㅮする₇

⩦を履修することができます。その㝿は、履修登録期間ෆに「㈐௵ᣦᑟᩍဨ௨እの₇⩦履修申

請書」を環境情報学府係に提出し、ᑓᨷの許可を得る必要があります。また、▷⦰修了を┠ᣦ

す場合には、ᶆ準ⓗではない時期に履修する必要がある場合がありますので、必ず事前に㈐௵

ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてください。

࢜ ࣡ーࢡシࣙࣉࢵ

◊✲ᣦᑟを行₇࠺⩦とᐦ᥋に⤖び付いて、文理⼥合・異ศ㔝⼥合のどᗙから自ศの◊✲をྫྷ

࿡するために行ࢃれる◊✲成ᯝの中間発⾲఍です。ྛᑓᨷからศ㔝の異なるᩍဨが参⏬し、ே

ᕤ環境、自↛環境、情報環境といࡘ３࠺のどⅬからಶࠎの学生の◊✲をホ౯します。また、༤

ኈ課程前期の学生もྵめて行ࢃれる࣡ーࢡシࣙࣉࢵの運Ⴀに参⏬します。▷⦰修了を┠ᣦす場

合には、ᶆ準ⓗではない時期に履修する必要がある場合があるので、必ず事前に㈐௵ᣦᑟᩍဨ

に┦ㄯしてください。

࢝ ไ度ࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉ

ᣦᑟጤဨ఍が必要とุ断した場合、学生は基♏ⓗ▱㆑を⿵඘するためにࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉ⛉┠

を履修することが᥎ዡされます。履修が᥎ዡされる⛉┠（඲学ᩍ⫱⛉┠及びᩍ⫋⛉┠を除く）

は、学生ࡈとにᣦᑟጤဨ఍がᣦ示します。ᮏ⛉┠の༢位は修了に必要な༢位として認ᐃされま

せん。

－ 29 －
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② ᣦᑟጤဨ఍

入学┤後にᣦᑟጤဨ఍を設置し、基ᮏⓗには修了時まで◊✲ᣦᑟを⥅続します。ただし、「≉

別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ」における㆟論₇ࡸ⩦のᐇ᪋≧ἣを⪃៖した⤖ᯝ、入学当ึに設ᐃした取得

ணᐃ学位をኚ更することがጇ当であるとᣦᑟጤဨ఍がุ断した場合には、２年ḟに㐍学する㝿に

自ᑓᨷෆでᩍ⫱ࣉロࣛࢢムをኚ更することができますので、㈐௵ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてください。

③ ◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書

     学位論文のᇳ➹にྥけ◊✲を㡰ㄪにᒎ開できるよ࠺にするため、ྛ年ḟのึめにᣦᑟጤဨ

఍がᵝᘧ「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」の「◊✲ᣦᑟィ⏬書」をస成し、学生に明示しま

すので、ྛ学生は、「◊✲ᣦᑟィ⏬書」を㋃まえ、「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」の「◊

✲ィ⏬書」をస成し、㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出してください。「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」

のస成要㡿及びᵝᘧ「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」は、「授業支援システム」にᥖ㍕され

ているので、ྛ自参照してください。

④ ᣦᑟጤဨ఍報࿌書

学生は、࣡ーࢡシࣙࣉࢵ終了後に、ᣦᑟጤဨ఍報࿌書（ᣦᐃ用紙᭷）の◊✲㐍ᤖ≧ἣḍをస成

し、㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出する必要があります。㈐௵ᣦᑟᩍဨは、༢位の取得及び学位論文◊✲の

㐍ᤖ≧ἣをᢕᥱし、ホ౯ḍに所見を記㍕するとともに学生の修学及び◊✲が適ษに㐍ࡴよ࠺◊✲

ᣦᑟ等を行います。

⑤ 修了㛵係

࢔ 修了要௳

修了要௳は、༤ኈ課程後期に３年௨上在学し、ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムࡈとにᐃめられた履修方法に

より履修し、ḟの༊ศにより１３༢位௨上を修得し、修了に㛵ࢃる⛉┠の㹅㹎㸿が２㸬０௨上

（㸶࣌ーࢪ「(2)㹅㹎㸿ไ度にࡘいて」参照）であり、かࡘ、必要な◊✲ᣦᑟを受けた上、༤ኈ

論文の審査及び᭱終ヨ㦂に合᱁することとします。

༤ኈ論文のస成に㛵してᑓᨷࡈとのつ則がありますので、ヲ⣽は㈐௵ᣦᑟᩍဨ又は学ົጤဨ

に☜認してください。

※１ ༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ンの履修がᅔ㞴な学生は、環境情報ࣜテࣛシー⛉┠を履

修してください。なお、環境情報ࣜテࣛシー⛉┠を履修する場合、環境情報学府༤ኈ課程前

期修了生は、༤ኈ課程前期在学時に履修していない⛉┠を履修してください。

   ※２ ㈐௵ᣦᑟᩍဨが認める場合には、༢位஫᥮を申し合ࢃせている他の大学㝔、環境情報学府

の前期課程及びᮏ学大学㝔の他の◊✲⛉又は学府（ᩍ⫱学◊✲⛉、国㝿♫఍⛉学府༤ኈ課程

後期、理ᕤ学府、㒔ᕷ࣋ࣀ࢖ーシࣙン学府）の⛉┠を履修することができます。希望する学

生は、事前に授業ᢸ当ᩍဨの了ᢎを得た後、స成した履修ィ⏬書に㈐௵ᣦᑟᩍဨが署ྡ又は

ᤫ༳したもののࣆࢥーを、㏿ࡸかに環境情報学府係に提出してください。

※３ ₇⩦にࡘいてはᣦᑟጤဨ఍のᣦᑟの下に履修してください。

⛉┠ ༢位数

環境情報ࣜテࣛシー⛉┠

༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン
１༢位௨上 ※１

環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

・環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦

⩦໬≉別₇ࣝࣂローࢢ・

１༢位௨上

１༢位

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ ௨下の１、２をྵんで１０༢位௨上 ※２

１₇⩦

２࣡ーࢡシࣙࣉࢵ

㸶༢位௨上 ※３

２༢位

（ࡳᣦ示された学生の）┠⛉ࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉ

合 ィ １３༢位௨上

－ 30 －
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② ᣦᑟጤဨ఍

入学┤後にᣦᑟጤဨ఍を設置し、基ᮏⓗには修了時まで◊✲ᣦᑟを⥅続します。ただし、「≉

別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ」における㆟論₇ࡸ⩦のᐇ᪋≧ἣを⪃៖した⤖ᯝ、入学当ึに設ᐃした取得

ணᐃ学位をኚ更することがጇ当であるとᣦᑟጤဨ఍がุ断した場合には、２年ḟに㐍学する㝿に

自ᑓᨷෆでᩍ⫱ࣉロࣛࢢムをኚ更することができますので、㈐௵ᣦᑟᩍဨに┦ㄯしてください。

③ ◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書

     学位論文のᇳ➹にྥけ◊✲を㡰ㄪにᒎ開できるよ࠺にするため、ྛ年ḟのึめにᣦᑟጤဨ

఍がᵝᘧ「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」の「◊✲ᣦᑟィ⏬書」をస成し、学生に明示しま

すので、ྛ学生は、「◊✲ᣦᑟィ⏬書」を㋃まえ、「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」の「◊

✲ィ⏬書」をస成し、㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出してください。「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」

のస成要㡿及びᵝᘧ「◊✲ᣦᑟィ⏬書・◊✲ィ⏬書」は、「授業支援システム」にᥖ㍕され

ているので、ྛ自参照してください。

④ ᣦᑟጤဨ఍報࿌書

学生は、࣡ーࢡシࣙࣉࢵ終了後に、ᣦᑟጤဨ఍報࿌書（ᣦᐃ用紙᭷）の◊✲㐍ᤖ≧ἣḍをస成

し、㈐௵ᣦᑟᩍဨに提出する必要があります。㈐௵ᣦᑟᩍဨは、༢位の取得及び学位論文◊✲の

㐍ᤖ≧ἣをᢕᥱし、ホ౯ḍに所見を記㍕するとともに学生の修学及び◊✲が適ษに㐍ࡴよ࠺◊✲

ᣦᑟ等を行います。

⑤ 修了㛵係

࢔ 修了要௳

修了要௳は、༤ኈ課程後期に３年௨上在学し、ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムࡈとにᐃめられた履修方法に

より履修し、ḟの༊ศにより１３༢位௨上を修得し、修了に㛵ࢃる⛉┠の㹅㹎㸿が２㸬０௨上

（㸶࣌ーࢪ「(2)㹅㹎㸿ไ度にࡘいて」参照）であり、かࡘ、必要な◊✲ᣦᑟを受けた上、༤ኈ

論文の審査及び᭱終ヨ㦂に合᱁することとします。

༤ኈ論文のస成に㛵してᑓᨷࡈとのつ則がありますので、ヲ⣽は㈐௵ᣦᑟᩍဨ又は学ົጤဨ

に☜認してください。

※１ ༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ンの履修がᅔ㞴な学生は、環境情報ࣜテࣛシー⛉┠を履

修してください。なお、環境情報ࣜテࣛシー⛉┠を履修する場合、環境情報学府༤ኈ課程前

期修了生は、༤ኈ課程前期在学時に履修していない⛉┠を履修してください。

   ※２ ㈐௵ᣦᑟᩍဨが認める場合には、༢位஫᥮を申し合ࢃせている他の大学㝔、環境情報学府

の前期課程及びᮏ学大学㝔の他の◊✲⛉又は学府（ᩍ⫱学◊✲⛉、国㝿♫఍⛉学府༤ኈ課程

後期、理ᕤ学府、㒔ᕷ࣋ࣀ࢖ーシࣙン学府）の⛉┠を履修することができます。希望する学

生は、事前に授業ᢸ当ᩍဨの了ᢎを得た後、స成した履修ィ⏬書に㈐௵ᣦᑟᩍဨが署ྡ又は

ᤫ༳したもののࣆࢥーを、㏿ࡸかに環境情報学府係に提出してください。

※３ ₇⩦にࡘいてはᣦᑟጤဨ఍のᣦᑟの下に履修してください。

⛉┠ ༢位数

環境情報ࣜテࣛシー⛉┠

༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン
１༢位௨上 ※１

環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

・環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦

⩦໬≉別₇ࣝࣂローࢢ・

１༢位௨上

１༢位

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ ௨下の１、２をྵんで１０༢位௨上 ※２

１₇⩦

２࣡ーࢡシࣙࣉࢵ

㸶༢位௨上 ※３

２༢位

（ࡳᣦ示された学生の）┠⛉ࢺࢵࢪ࢟ࣞࣞࣉ

合 ィ １３༢位௨上
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࢖ 取得可能な学位

環境情報学府では、ᑓᨷ及びᩍ⫱ࣉロࣛࢢムによって履修するᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠及び修了時に取

得する学位の種類が異なります。３２࣌ーࢪ「(2)⛉┠୍ぴ（後期課程）」から、３０࣌ー࢔」ࢪ

修了要௳」を満たすよ࠺に༢位を取得する㝿に、自ᩍ⫱ࣉロࣛࢢムにۑがしてある₇⩦の中か

ら㸶༢位௨上履修してください。修了時に取得する学位はḟの⾲のとおりです。

౛㸸ேᕤ環境ᑓᨷᏳ඲環境ᕤ学ࣉロࣛࢢムに所ᒓしている学生は、Ᏻ඲環境ᕤ学にۑがしてあ

る₇⩦を㸶༢位௨上履修してください。

ᑓᨷྡ ᩍ⫱ࣉロࣛࢢム 学位ྡ

ேᕤ環境ᑓᨷ

Ᏻ඲環境ᕤ学 ༤ኈ（ᕤ学）

環境学 ༤ኈ（環境学）

♫఍環境 ༤ኈ（学⾡）

自↛環境ᑓᨷ

生ែ学 ༤ኈ（環境学）

ᆅ⌫⛉学 ༤ኈ（理学）

環境学⾡ ༤ኈ（学⾡）

情報環境ᑓᨷ

情報学 ༤ኈ（情報学）

数理⛉学 ༤ኈ（理学）

情報学⾡ ༤ኈ（学⾡）

ウ 論文審査スࣗࢪࢣーࣝ

学位論文審査手続きとスࣗࢪࢣーࣝは௨下のとおりです。学位論文審査手続きの方法、ලయ

ⓗな日程、提出書類等のヲ⣽は「授業支援システム」を☜認してください。ᑓᨷෆでの審査手

続き（ணഛ審査等）及びスࣗࢪࢣーࣝにࡘいてはᣦᑟᩍဨにおၥい合ࢃせください。

項┠
時期（前後する可能ᛶあり）

㸴月修了 㸷月修了 １２月修了 ３月修了

論文審査申請 １月 㸲月 㸴月 １０月

論文提出期間 㸲月 㸴月 １０月 １月

審査期間 㸲月 㸵月 １０月 １月

ᩍ授఍による修了認ᐃ 㸴月 㸷月 １２月 ３月

修了ᘧ 㸴月 㸷月 １２月 ３月

࢚ 学位論文ホ౯基準

௨下の㸲ࡘのほⅬにຍえて、༤ኈ論文の୍㒊が国ෆእの審査ไの学⾡ᑓ㛛ㄅにᥖ㍕を認めら

れていることを要௳とする。

・当ヱ◊✲㡿ᇦにおける㛵連◊✲の⌧≧ࡸ◊✲テー࣐に㛵連するᑓ㛛▱㆑を༑ศ理ゎしてい

ること。（ᑓ㛛▱㆑の理ゎ度）

・課㢟の設ᐃ及びそれをゎỴするための方法論の㑅ᢥ୪びに௬ㄝᵓ⠏・᳨証方法等がጇ当で

あること。（◊✲方法のጇ当ᛶ）

・㛵連◊✲とẚ㍑して、᪂つᛶがあり、当ヱศ㔝の発ᒎࡸ᪂つ◊✲ศ㔝の開設にࡘながる⊂

๰ⓗに㈉⊩する◊✲成ᯝが得られていること。（◊✲成ᯝの⊂๰ᛶ）

・上記３Ⅼを第୕⪅が適ษにホ౯できるよ࠺に論文がᵓ成されており、適ษに⾲⌧されてい

ること。（論文のᵓ成・⾲⌧の適ษᛶ）

－ 31 －
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(2)⛉┠୍ぴ（後期課程）

⛉┠によって履修条௳が課せられている場合があるので、履修登録を行࠺前に必ずシࣛࣂスを☜認し

てください。また、ྛ⛉┠の第１ᅇ┠の授業においてᢸ当ᩍဨから履修条௳がㄝ明される場合もあるの

で、ᢸ当ᩍဨのᣦ示をよく理ゎした上で、履修登録を行ってください。

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠の₇⩦の履修㡰ᗎにࡘいて、⛉┠ྡᮎᑿがϨ、ϩ、Ϫ、ϫ、Ϭ、ϭ、Ϯ、ϯの㡰␒で履

修してください。࣡ーࢡシࣙࣉࢵは、通ᖖ、㸲月入学⪅は第３タームに、１０月入学⪅は第㸴タームに

発⾲を行ってください。

なお、࣡ーࢡシࣙࢢ・ࣉࢵローࣝࣂ໬≉別₇⩦にࡘいては、学ົ情報システムでの履修登録手続きは

不要です。

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦にࡘいては、Ϩ、ϩいずれか又は㡰␒に㛵らず୧方の履修が認めら

れています。

① 学府ඹ通⛉┠

࢔ ༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン

環境情報ࣜテࣛシー⛉┠ ※１

必

修

㑅

ᢥ

༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ンϨⅭ㏆ᜨ⨾ �㹼� 1

ࢺン࣓ࢪࢿ࣐・ーシࣙン࣋ࣀ࢖ 大ஂಖග㸪他 �㹼� 1
Ᏻᚰ♫఍のための⚟♴・་⒪ ఀ⸨ᬡᙪ㸪他 �㹼� 1
ᣢ続可能♫఍と)XWXUH�(DUWK ୕Ꮿ♸୍㸪他 �㹼� 1
自↛⅏ᐖを⪃える̿㐣ཤからᮍ᮶へ ᒣ⏣㈗༤㸪他 �㹼� 1
♫఍࢖ンࣛࣇにおけるࣜスࢡとᏳ඲ 㣤ᓥᚿ行㸪他 �㹼� 1
情報学・数理⛉学の手法 ᮧᒣኴ୍㸪他 �㹼� 1
ᆅ⌫⛉学・生ែ学の手法 ᒣᮏఙḟ㸪他 �㹼� 1
超ス࣐ーࢺ♫఍のᵓ⠏にྥけて ℨᕝᝋ生㸪他 �㹼� 1

0 1

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ᩍဨྡ

᭱ప必要༢位数合ィ

１༢位
௨上㑅ᢥ

博士学生のための
キャリアデザイン

環境情報
リテラシー科目

࢖ 環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

必

修

㑅

ᢥ

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦Ϩ டᒇ㝯ᚿ㸪他 �㹼� 1
環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦ϩ ᮍᐃ �㹼� 1
⩦໬≉別₇ࣝࣂローࢢ ྛᩍဨ �㹼� 1 ※１

1 1᭱ప必要༢位数合ィ

１༢位
௨上㑅ᢥ

ᩍဨྡ授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

ഛ⪃

༢位数

※１ ᫓学期開ㅮのࣜテࣛシー⛉┠は、୍年ḟ生のࡳᢳ㑅の可能ᛶがあります。事前に希望ㄪ査を行い

ますので、履修を希望する場合はᛀれずにᅇ⟅してください。ᅇ⟅していない場合、履修が認めら

れない可能ᛶがあります。

※２ せによってࢃ合ࡳ⤌の࡝なࣉࢵンターンシ࢖ᾏእࡸࢺࢵࢪࣅࢺ໬≉別₇⩦は、シࣙーࣝࣂローࢢ

༢位を認ᐃします。履修にあたっては、その時期ࡸෆᐜにࡘいて㈐௵ᣦᑟᩍဨとよく┦ㄯしてィ⏬

を立ててください。  
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(2)⛉┠୍ぴ（後期課程）

⛉┠によって履修条௳が課せられている場合があるので、履修登録を行࠺前に必ずシࣛࣂスを☜認し

てください。また、ྛ⛉┠の第１ᅇ┠の授業においてᢸ当ᩍဨから履修条௳がㄝ明される場合もあるの

で、ᢸ当ᩍဨのᣦ示をよく理ゎした上で、履修登録を行ってください。

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠の₇⩦の履修㡰ᗎにࡘいて、⛉┠ྡᮎᑿがϨ、ϩ、Ϫ、ϫ、Ϭ、ϭ、Ϯ、ϯの㡰␒で履

修してください。࣡ーࢡシࣙࣉࢵは、通ᖖ、㸲月入学⪅は第３タームに、１０月入学⪅は第㸴タームに

発⾲を行ってください。

なお、࣡ーࢡシࣙࢢ・ࣉࢵローࣝࣂ໬≉別₇⩦にࡘいては、学ົ情報システムでの履修登録手続きは

不要です。

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦にࡘいては、Ϩ、ϩいずれか又は㡰␒に㛵らず୧方の履修が認めら

れています。

① 学府ඹ通⛉┠

࢔ ༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン

環境情報ࣜテࣛシー⛉┠ ※１

必

修

㑅

ᢥ

༤ኈ学生のための࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ンϨⅭ㏆ᜨ⨾ �㹼� 1

ࢺン࣓ࢪࢿ࣐・ーシࣙン࣋ࣀ࢖ 大ஂಖග㸪他 �㹼� 1
Ᏻᚰ♫఍のための⚟♴・་⒪ ఀ⸨ᬡᙪ㸪他 �㹼� 1
ᣢ続可能♫఍と)XWXUH�(DUWK ୕Ꮿ♸୍㸪他 �㹼� 1
自↛⅏ᐖを⪃える̿㐣ཤからᮍ᮶へ ᒣ⏣㈗༤㸪他 �㹼� 1
♫఍࢖ンࣛࣇにおけるࣜスࢡとᏳ඲ 㣤ᓥᚿ行㸪他 �㹼� 1
情報学・数理⛉学の手法 ᮧᒣኴ୍㸪他 �㹼� 1
ᆅ⌫⛉学・生ែ学の手法 ᒣᮏఙḟ㸪他 �㹼� 1
超ス࣐ーࢺ♫఍のᵓ⠏にྥけて ℨᕝᝋ生㸪他 �㹼� 1

0 1

ഛ⪃授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ᩍဨྡ

᭱ప必要༢位数合ィ

１༢位
௨上㑅ᢥ

博士学生のための
キャリアデザイン

環境情報
リテラシー科目

࢖ 環境情報ࢡࢵࣜࢿ࢙ࢪス࢟ࣝ⛉┠

必

修

㑅

ᢥ

環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦Ϩ டᒇ㝯ᚿ㸪他 �㹼� 1
環境情報࣋ࣀ࢖ーシࣙン≉別₇⩦ϩ ᮍᐃ �㹼� 1
⩦໬≉別₇ࣝࣂローࢢ ྛᩍဨ �㹼� 1 ※１

1 1᭱ప必要༢位数合ィ

１༢位
௨上㑅ᢥ

ᩍဨྡ授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

ഛ⪃

༢位数

※１ ᫓学期開ㅮのࣜテࣛシー⛉┠は、୍年ḟ生のࡳᢳ㑅の可能ᛶがあります。事前に希望ㄪ査を行い

ますので、履修を希望する場合はᛀれずにᅇ⟅してください。ᅇ⟅していない場合、履修が認めら

れない可能ᛶがあります。

※２ せによってࢃ合ࡳ⤌の࡝なࣉࢵンターンシ࢖ᾏእࡸࢺࢵࢪࣅࢺ໬≉別₇⩦は、シࣙーࣝࣂローࢢ

༢位を認ᐃします。履修にあたっては、その時期ࡸෆᐜにࡘいて㈐௵ᣦᑟᩍဨとよく┦ㄯしてィ⏬

を立ててください。  
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② ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠

࢔ ேᕤ環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

Ᏻ
඲
環
境
ᕤ
学

環
境
学

♫
఍
環
境

ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ Ᏻ඲環境ᕤ学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 環境学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ ♫఍環境≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ♫఍環境≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ♫఍環境≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ♫఍環境≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ♫఍環境≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ♫఍環境≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ♫఍環境≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ♫఍環境≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

0 8

ேᕤ環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ ᑓᨷ඲ᩍဨ 1 1
ேᕤ環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϩ ᑓᨷ඲ᩍဨ 2 1

2 0

2 8

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数合ィ

࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

₇
⩦

授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃ᩍဨྡ
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࢖ 自↛環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

生
ែ
学

ᆅ
⌫
⛉
学

環
境
学
⾡

ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

0 8

自↛環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ ᑓᨷ඲ᩍဨ 1 1
自↛環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϩ ᑓᨷ඲ᩍဨ 2 1

2 0

2 8᭱ప必要༢位数合ィ

授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃ᩍဨྡ

࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

₇
⩦

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数ᑠィ
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࢖ 自↛環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

生
ែ
学

ᆅ
⌫
⛉
学

環
境
学
⾡

ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 生ែ学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ ᆅ⌫⛉学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 環境学⾡≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

0 8

自↛環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ ᑓᨷ඲ᩍဨ 1 1
自↛環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϩ ᑓᨷ඲ᩍဨ 2 1

2 0

2 8᭱ప必要༢位数合ィ

授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃ᩍဨྡ

࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

₇
⩦

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数ᑠィ
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ウ 情報環境ᑓᨷ

必

修

㑅

ᢥ

情
報
学

数
理
⛉
学

情
報
学
⾡

ۑ 情報学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 数理⛉学≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 数理⛉学≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 数理⛉学≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 数理⛉学≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 数理⛉学≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 数理⛉学≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 数理⛉学≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 数理⛉学≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

ۑ 情報学⾡≉別₇⩦Ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学⾡≉別₇⩦ϩ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学⾡≉別₇⩦Ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学⾡≉別₇⩦ϫ ྛᩍဨ 1 1
ۑ 情報学⾡≉別₇⩦Ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学⾡≉別₇⩦ϭ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学⾡≉別₇⩦Ϯ ྛᩍဨ 2 1
ۑ 情報学⾡≉別₇⩦ϯ ྛᩍဨ 2 1

0 8

情報環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϨ ᑓᨷ඲ᩍဨ 1 1
情報環境≉別࣡ーࢡシࣙࣉࢵϩ ᑓᨷ඲ᩍဨ 2 1

2 0

2 8

࣡ーࢡ
シࣙࣉࢵ

₇
⩦

᭱ప必要༢位数ᑠィ

᭱ప必要༢位数合ィ

᭱ప必要༢位数ᑠィ

授業⛉┠のྡ⛠

㓄
当
年
ḟ

༢位数

ഛ⪃ᩍဨྡ
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V ♫఍ே学⏕のᒚಟ➼に関ࡿࡍ≉౛について

環境情報学府では、入学後も♫఍ேの㌟ศを᭷する学生（௨下「♫఍ே学生」とい࠺）に対して、ḟ

のよ࠺に履修等に㛵する≉౛をᐇ᪋しています。

１ 㛗ᮇᒚಟについて
長期履修学生とは、⫋業を᭷している等の事情により、ᶆ準修業年㝈（前期課程２年、後期課程３年）

を超えて୍ᐃの期間にࢃたりィ⏬ⓗに履修して、修了することが認められた学生をᣦします。

長期履修学生に認ᐃされた学生は、୍⯡の学生とは異なり、ᑵ学年数に㛵係なく、ᶆ準修業年㝈ศの

授業料で修学することができます。

長期履修学生に認ᐃされた学生は「長期履修学生在学期間ኚ更願」を環境情報学府係に提出し、ᢎ認

されることで、୍ᅇを㝈度に在学期間の延長又は▷⦰をすることができます。ただしᶆ準修業年㝈ᮍ満

に▷⦰したり、前期課程㸲年、後期課程㸴年を超えて延長したりすることはできません。延長又は▷⦰

がᢎ認された後は、෌延長ࡸ෌▷⦰することはできません。

手続きを行࠺時期は、延長の申請は当ึ在学期間満了日の３ヶ月௨上前、▷⦰の申請は「論文提出⚊」

提出時をཎ則とします。

在学期間延長が許可された場合、ᶆ準修業年㝈ศの授業料から᪤に納付῭ࡳの授業料をᕪし引いた㔠

㢠を、延長後の在学期間の年数で除した㢠を納付することになります。在学期間の▷⦰が許可された場

合、ᶆ準修業年㝈ศの授業料から᪤に納付῭ࡳの授業料をᕪし引いたศを୍ᣓで納付することになりま

す。

２ ಟ学について
ᶆ準修業年㝈の年数で修了しよ࠺とする学生にࡘいては、ཎ則として඲日通学とします。

ᶆ準修業年㝈の年数で修了に必要なㅮ⩏等の履修がᅔ㞴な学生は、ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉ又はᣦᑟጤဨ఍

のᣦᑟの下に、修業年㝈を超える年数（前期課程３㹼㸲年、後期課程㸲㹼㸴年）の履修ィ⏬書をあらか

じめ提出してください。

㸱 ᒚಟについて
ㅮ⩏⛉┠にࡘいては、時間割でᣦᐃされた᭙日・時㝈に履修する必要がありますが、₇⩦及び࣡ーࢡ

シࣙࣉࢵにࡘいては開ㅮ時間にࡘいて㓄៖することができるので、ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉ、ᣦᑟጤဨ఍又は

ྛᑓᨷの学ົጤဨに┦ㄯしてください。

－ 36 －
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V ♫఍ே学⏕のᒚಟ➼に関ࡿࡍ≉౛について

環境情報学府では、入学後も♫఍ேの㌟ศを᭷する学生（௨下「♫఍ே学生」とい࠺）に対して、ḟ

のよ࠺に履修等に㛵する≉౛をᐇ᪋しています。

１ 㛗ᮇᒚಟについて
長期履修学生とは、⫋業を᭷している等の事情により、ᶆ準修業年㝈（前期課程２年、後期課程３年）

を超えて୍ᐃの期間にࢃたりィ⏬ⓗに履修して、修了することが認められた学生をᣦします。

長期履修学生に認ᐃされた学生は、୍⯡の学生とは異なり、ᑵ学年数に㛵係なく、ᶆ準修業年㝈ศの

授業料で修学することができます。

長期履修学生に認ᐃされた学生は「長期履修学生在学期間ኚ更願」を環境情報学府係に提出し、ᢎ認

されることで、୍ᅇを㝈度に在学期間の延長又は▷⦰をすることができます。ただしᶆ準修業年㝈ᮍ満

に▷⦰したり、前期課程㸲年、後期課程㸴年を超えて延長したりすることはできません。延長又は▷⦰

がᢎ認された後は、෌延長ࡸ෌▷⦰することはできません。

手続きを行࠺時期は、延長の申請は当ึ在学期間満了日の３ヶ月௨上前、▷⦰の申請は「論文提出⚊」

提出時をཎ則とします。

在学期間延長が許可された場合、ᶆ準修業年㝈ศの授業料から᪤に納付῭ࡳの授業料をᕪし引いた㔠

㢠を、延長後の在学期間の年数で除した㢠を納付することになります。在学期間の▷⦰が許可された場

合、ᶆ準修業年㝈ศの授業料から᪤に納付῭ࡳの授業料をᕪし引いたศを୍ᣓで納付することになりま

す。

２ ಟ学について
ᶆ準修業年㝈の年数で修了しよ࠺とする学生にࡘいては、ཎ則として඲日通学とします。

ᶆ準修業年㝈の年数で修了に必要なㅮ⩏等の履修がᅔ㞴な学生は、ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉ又はᣦᑟጤဨ఍

のᣦᑟの下に、修業年㝈を超える年数（前期課程３㹼㸲年、後期課程㸲㹼㸴年）の履修ィ⏬書をあらか

じめ提出してください。

㸱 ᒚಟについて
ㅮ⩏⛉┠にࡘいては、時間割でᣦᐃされた᭙日・時㝈に履修する必要がありますが、₇⩦及び࣡ーࢡ

シࣙࣉࢵにࡘいては開ㅮ時間にࡘいて㓄៖することができるので、ᣦᑟᩍဨࣝࢢーࣉ、ᣦᑟጤဨ఍又は

ྛᑓᨷの学ົጤဨに┦ㄯしてください。
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VI 教務関係諸手続

１ 証明書の発行について
証明書の発行方法は、証明書自動発行機での発行又は環境情報学府係への申請の二通りがあります。

それぞれ交付可能な書類が異なりますので下図を参照してください。

(1)発行方法別発行可能証明書の種類、発行日数

  ※即日交付は受付けません。

(2)注意事項

① 証明書自動発行機での発行の場合

・発行時に学生証が必要になります。

・設置場所は学生センター、中央図書館の２箇所です。

② 環境情報学府係への申請の場合

・環境情報学府係に「証明書交付申請書」がありますので、必要事項を記入の上、提出してく

ださい。

・受け取り時に、学生証を提示してください。

２ 休学、復学、退学、他大学受験について

(1)休学

① 病気、その他の事由により休学を希望する場合は、「横浜国立大学休学許可の基準」に従い、

休学願（父母等連署）を提出し、学長の許可を得て休学することができます。（事前に「授業

支援システム」からダウンロードし、休学期間開始日の１ヶ月程度前に手続を行ってください。）

② 病気のため、修学が不適当だと認められる学生に対しては、休学を命ずることがあります。（学

則第５０条を参照。）

③ 休学を許可され、その休学期間が満了してもなお、その理由が消滅しない学生は、更に期間の

延長を願い出ることができます。期間を延長する場合は、あらかじめ環境情報学府係に申し出

て用紙の交付を受け、休学期間満了日の１ヶ月程度前に延長の手続を行ってください。休学期

間を延長しない場合は休学期間終了日の翌日から復学となり、授業料の納付が必要となります。

④ 休学期間は、在学期間に算入されません。

⑤ 休学期間は、通算して前期課程にあっては２年、後期課程にあっては３年を超えることができ

ません。

⑥ 休学期間中は、「履修登録」及び「学位論文審査申請」はできません。

受付窓口等 証明書の種類 発行日数

証明書自動発行機

和文・英文

在学証明書

成績証明書

修了見込証明書 即 日

和文
学生旅客運賃割引証（学割証）

健康診断証明書

環境情報学府係 和文・英文
修了証明書

在籍証明書

３日後※

（休業日を除く）

－ 37 －
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(2)復学

ձ 休学期間中にその事由が消滅したときは、学長の許可を得て復学することができます。（事前

に「授業支援システム」から復学願をダウンロードし、復学日の 1 ヶ月程度前に手続を行って

ください。）

ղ 復学した学生は、復学の㝿に月割ィ算によるその期の授業料を納入しなけれࡤなりません。

(3)㏥学

ձ ㏥学しよ࠺とする学生は、㏥学願（父母等連署）にヲ⣽な理由書をῧえて願い出て、学長の許

可を得て㏥学することができます。（事前に環境情報学府係に申し出て、用紙の交付を受け、

㏥学日の１ヶ月程度前に手続を行ってください。）

ղ ㏥学する場合は、その期の授業料を納入していなけれࡤなりません。

ճ ㏥学する学生は、学生証等を㏉納しなけれࡤなりません。

(4)他大学受㦂

ձ 他大学を受㦂しよ࠺とする学生（༤ኈ課程前期では１年ḟ、༤ኈ課程後期では１・２年ḟのࡳ）

は、他大学受㦂願を提出し、環境情報学府長の許可を得て他大学を受㦂することができます。（事

前に環境情報学府係に申し出て、用紙の交付を受け、受㦂日の 1 ヶ月程度前に手続を行ってくだ

さい。）

ղ 他大学受㦂許可書の発行にࡘいては、申請をしてから⣙ 1 ヶ月程度かかるので、వ⿱をᣢって  

申請してください。

ճ 他大学受㦂に合᱁した場合は、㏿ࡸかに㏥学の手続きをとってください。

横浜国立大学休学許可の基準（᭱㏆ᨵṇࠔ⪄参ࠓ ᖹ成 27 年 12 月 16 日）

第 1 横浜国立大学学則(௨下「学則」とい࠺。)第 50 条第 4 項のつᐃに基࡙く休学の許可は、ḟのྛྕの

いずれかにヱ当し、引き続き 3 か月௨上Ḟᖍを要する⪅にࡘいて許可するものとする。

(1) ᮏேの⑌病又は㈇യのとき。(་ᖌの診断書を必要とする。)
(2) ᮏேの出⏘又はᮏேのᏊ(法ᚊ上の㣴Ꮚをྵࡴ。)が 3 ṓに㐩する日を㝈度として⫱ඣに従事するとき。

(出⏘に㛵する་ᖌの診断書等を必要とする。)
(3) 学㈨の支ᘚがᅔ㞴なとき。(理由書及び事ᐇを証明する書類を必要とする。)
(4) ୡᖏ୺その他のṚஸ等により୍時ⓗにᐙ業に従事するとき。(理由書及びそれを証明する書類を必要

とする。)
(5) ᐙ᪘を┳病又は௓ㆤするとき。(┳病にࡘいては理由書及びそれを証明する་ᖌの診断書を必要とす

る。௓ㆤにࡘいては理由書及び証明書を必要とする。)
(6) ໅ົの㒔合のとき。(໅ົඛの証明書を必要とする。)
(7) እ国の大学、▷期大学又は大学㝔で学修することがᩍ⫱上᭷┈と認められたとき。（学修ඛの大学、

▷期大学又は大学㝔にࡘいて証明する書類及び学修ෆᐜの書類を必要とする。）

(8) その他ᩍ授఍においてࡴࡸを得ない理由があると認めたとき。(理由を証明する書類を必要とする。)
第 2 学則第 51 条第 2 項及び横浜国立大学大学㝔学則第 22 条第 3 項につᐃする理由は、前項第 2 ྕに㝈

るものとする。

－ 38 －
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(2)復学

ձ 休学期間中にその事由が消滅したときは、学長の許可を得て復学することができます。（事前

に「授業支援システム」から復学願をダウンロードし、復学日の 1 ヶ月程度前に手続を行って

ください。）

ղ 復学した学生は、復学の㝿に月割ィ算によるその期の授業料を納入しなけれࡤなりません。

(3)㏥学

ձ ㏥学しよ࠺とする学生は、㏥学願（父母等連署）にヲ⣽な理由書をῧえて願い出て、学長の許

可を得て㏥学することができます。（事前に環境情報学府係に申し出て、用紙の交付を受け、

㏥学日の１ヶ月程度前に手続を行ってください。）

ղ ㏥学する場合は、その期の授業料を納入していなけれࡤなりません。

ճ ㏥学する学生は、学生証等を㏉納しなけれࡤなりません。

(4)他大学受㦂

ձ 他大学を受㦂しよ࠺とする学生（༤ኈ課程前期では１年ḟ、༤ኈ課程後期では１・２年ḟのࡳ）

は、他大学受㦂願を提出し、環境情報学府長の許可を得て他大学を受㦂することができます。（事

前に環境情報学府係に申し出て、用紙の交付を受け、受㦂日の 1 ヶ月程度前に手続を行ってくだ

さい。）

ղ 他大学受㦂許可書の発行にࡘいては、申請をしてから⣙ 1 ヶ月程度かかるので、వ⿱をᣢって  

申請してください。

ճ 他大学受㦂に合᱁した場合は、㏿ࡸかに㏥学の手続きをとってください。

横浜国立大学休学許可の基準（᭱㏆ᨵṇࠔ⪄参ࠓ ᖹ成 27 年 12 月 16 日）

第 1 横浜国立大学学則(௨下「学則」とい࠺。)第 50 条第 4 項のつᐃに基࡙く休学の許可は、ḟのྛྕの

いずれかにヱ当し、引き続き 3 か月௨上Ḟᖍを要する⪅にࡘいて許可するものとする。

(1) ᮏேの⑌病又は㈇യのとき。(་ᖌの診断書を必要とする。)
(2) ᮏேの出⏘又はᮏேのᏊ(法ᚊ上の㣴Ꮚをྵࡴ。)が 3 ṓに㐩する日を㝈度として⫱ඣに従事するとき。

(出⏘に㛵する་ᖌの診断書等を必要とする。)
(3) 学㈨の支ᘚがᅔ㞴なとき。(理由書及び事ᐇを証明する書類を必要とする。)
(4) ୡᖏ୺その他のṚஸ等により୍時ⓗにᐙ業に従事するとき。(理由書及びそれを証明する書類を必要

とする。)
(5) ᐙ᪘を┳病又は௓ㆤするとき。(┳病にࡘいては理由書及びそれを証明する་ᖌの診断書を必要とす

る。௓ㆤにࡘいては理由書及び証明書を必要とする。)
(6) ໅ົの㒔合のとき。(໅ົඛの証明書を必要とする。)
(7) እ国の大学、▷期大学又は大学㝔で学修することがᩍ⫱上᭷┈と認められたとき。（学修ඛの大学、

▷期大学又は大学㝔にࡘいて証明する書類及び学修ෆᐜの書類を必要とする。）

(8) その他ᩍ授఍においてࡴࡸを得ない理由があると認めたとき。(理由を証明する書類を必要とする。)
第 2 学則第 51 条第 2 項及び横浜国立大学大学㝔学則第 22 条第 3 項につᐃする理由は、前項第 2 ྕに㝈

るものとする。
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㸱 諸ᒆฟについて

(1)学ົ・国㝿ᡓ␎㒊ᩍ⫱௻⏬課へのᒆ出書類

手続書類 期間・期㝈 ῧ付書類

父母等連⤡ேኚ更ᒆ 事由が発生したとき

父母等連⤡ேఫ所ኚ更ᒆ 事由が発生したとき

㌿籍・ᨵጣ及びᨵྡᒆ 事由が発生したとき ᡞ籍ᢒᮏ

ᪧጣ౑用・ᪧጣే記ᒆ 事由が発生したとき ᡞ籍ᢒᮏ

学生ఫ所ኚ更ᒆ 事由が発生したとき

ᮏ籍ኚ更ᒆ 事由が発生したとき

(2)環境情報学府係へのᒆ出書類

① ᾏእΏ⯟ᒆ

  ᮏ学の学生がᾏእΏ⯟を行࠺場合（እ国ே␃学生で、୍時ᖐ国をする場合もྵࡴ）、「ᾏእΏ

⯟ᒆ」を必ず提出してください。Ώ⯟ඛで㔜大な⅏ᐖ・事௳・事ᨾが㉳きた場合にᏳྰ☜認を行

。必要があるためです࠺

※横浜国立大学ウ࢙ࢺ࢖ࢧࣈから࢜ンࣛ࢖ン提出後に、☜認⏬㠃を༳ๅ（紙あるいは PDF）
して、ཎ則としてΏ⯟する１㐌間前までに提出してください。

－ 39 －
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VII 教ဨ㐃⤡ඛ୍ぴ㸦㸳㸮㡢㡰㸧
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211ྕᐊ
- ishikawa-masahiro-nh@ynu.ac.jp

ఀ⸨
ウࢺ࢖

ᬡᙪ
ࢥࣄ࢟࢔ 環境情報 1ྕᲷ

803ྕᐊ
3354 ito-akihiko-xr@ynu.ac.jp

ᒾῲ
ࢳࣈ࣡࢖

望
ムࢰࣀ

- - -

∵
ウシ

㉺
シࢥ

᝴
࢚

理
ࣜ

ె
࢝ - 4210 -

ෆ⏣
ウࢳダ

⤢ᩯ
ࢺンࢣ

- - -

㐲⸨
࢚ンドウ

⪽
ࣛ࢟࢔ ⥲合◊✲Ჷ S

502ྕᐊ
- endo-akira-hx@ynu.ac.jp

及ᕝ
࣡࢝࢖࢜

ᩗ
ロࣄ

㈗
࢟ 環境情報 4ྕᲷ

314ྕᐊ
4333 oikawa-hiroki-nm@ynu.ac.jp

大ஂಖ
࣎ࢡ࢜࢜

ග
ࣝ࢝ࣄ 環境情報 1ྕᲷ

802ྕᐊ
- okubo-hikaru-xp@ynu.ac.jp

ᒸ
࢜࢝

Ὀ㈨
ࣖスシ ໬ᕤ・ᏳᕤᲷ

303ྕᐊ
- oka-yasushi-tv@ynu.ac.jp

ᒸᔱ
࣐ࢪ࢝࢜

ඞ
ࢶ࢝

඾
ࣜࣀ ⥲合◊✲Ჷ E

404ྕᐊ
4432 okajima-katsunori-rn@ynu.ac.jp

ᑿᙧ
࢜࢞タ

ಙ୍
シンࢳ࢖ 環境情報 1ྕᲷ

313ྕᐊ
4415 ogata-shinichi-vk@ynu.ac.jp

ዟᒣ
࣐ࣖࢡ࢜

ᑦᏊ
ࢥ࢜ࢼ ⥲合◊✲Ჷ S

507ྕᐊ
- okuyama-naoko-rt@ynu.ac.jp

ᑠ㛵 健ኴ
䜸䝊䜻 䜿䞁䝍 ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

302ྕᐊ
3414 ozeki-kenta-xr@ynu.ac.jp

㙾࿡
࣑࢝࢞

㯞⾰Ꮚ
ࢥ࢖࣐ 環境情報 3ྕᲷ

305ྕᐊ
4358 kagami-maiko-bd@ynu.ac.jp

➟஭ ᑦဢ
࢖ࢧ࢝ ࣖ࢜ࢼ ໬ᕤ・ᏳᕤᲷ

203ྕᐊ
3979 kasai-naoya-pf@ynu.ac.jp

㔠஭
࢖ࢼ࢝

඾Ꮚ
ࢥࣜࣀ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

408ྕᐊ
3364 kanai-noriko-jv@ynu.ac.jp

டᒇ 㝯ᚿ
࣓࢝ࣖ タ࢝シ ⥲合◊✲Ჷ S

411ྕᐊ
4190 kameya-takashi-px@ynu.ac.jp
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VII 教ဨ㐃⤡ඛ୍ぴ㸦㸳㸮㡢㡰㸧

１ ᖖ໅教ဨ

ᩍဨྡ ◊✲ᐊ
ෆ⥺

␒ྕ
࣓ーࣝ࢔ドࣞス

㞵ᐑ
࣑࣓ࣖ࢔

㝯
タ࢝シ ⥲合◊✲Ჷ E

603ྕᐊ
4353 amemiya-takashi-jk@ynu.ac.jp

Ⲩ∾
࣐࢟ࣛ࢔

㈼἞
ࢪンࢣ 環境情報 1ྕᲷ

503ྕᐊ
4300 aramaki-kenji-cr@ynu.ac.jp

㣤ᓥ
䜲䜲䝆䝬

ᚿ
䝰 䝖

行
䝴䜻 環境情報 1ྕᲷ

413ྕᐊ
3958 iijima-motoyuki-jc@ynu.ac.jp

ఀ㔛
䜲䝄䝖

཭
䝴䜴

୍ᮁ
䜲䝏䝻䜴 ໬ᕤ・ᏳᕤᲷ

403ྕᐊ
3992 izato-yuichiro-tk@ynu.ac.jp

▼ᕝ
シ࢝࣡࢖

ṇᘯ
ロࣄࢧ࣐ 環境情報 4ྕᲷ

211ྕᐊ
- ishikawa-masahiro-nh@ynu.ac.jp

ఀ⸨
ウࢺ࢖

ᬡᙪ
ࢥࣄ࢟࢔ 環境情報 1ྕᲷ

803ྕᐊ
3354 ito-akihiko-xr@ynu.ac.jp

ᒾῲ
ࢳࣈ࣡࢖

望
ムࢰࣀ

- - -

∵
ウシ

㉺
シࢥ

᝴
࢚

理
ࣜ

ె
࢝ - 4210 -

ෆ⏣
ウࢳダ

⤢ᩯ
ࢺンࢣ

- - -

㐲⸨
࢚ンドウ

⪽
ࣛ࢟࢔ ⥲合◊✲Ჷ S

502ྕᐊ
- endo-akira-hx@ynu.ac.jp

及ᕝ
࣡࢝࢖࢜

ᩗ
ロࣄ

㈗
࢟ 環境情報 4ྕᲷ

314ྕᐊ
4333 oikawa-hiroki-nm@ynu.ac.jp

大ஂಖ
࣎ࢡ࢜࢜

ග
ࣝ࢝ࣄ 環境情報 1ྕᲷ

802ྕᐊ
- okubo-hikaru-xp@ynu.ac.jp

ᒸ
࢜࢝

Ὀ㈨
ࣖスシ ໬ᕤ・ᏳᕤᲷ

303ྕᐊ
- oka-yasushi-tv@ynu.ac.jp

ᒸᔱ
࣐ࢪ࢝࢜

ඞ
ࢶ࢝

඾
ࣜࣀ ⥲合◊✲Ჷ E

404ྕᐊ
4432 okajima-katsunori-rn@ynu.ac.jp

ᑿᙧ
࢜࢞タ

ಙ୍
シンࢳ࢖ 環境情報 1ྕᲷ

313ྕᐊ
4415 ogata-shinichi-vk@ynu.ac.jp

ዟᒣ
࣐ࣖࢡ࢜

ᑦᏊ
ࢥ࢜ࢼ ⥲合◊✲Ჷ S

507ྕᐊ
- okuyama-naoko-rt@ynu.ac.jp

ᑠ㛵 健ኴ
䜸䝊䜻 䜿䞁䝍 ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

302ྕᐊ
3414 ozeki-kenta-xr@ynu.ac.jp

㙾࿡
࣑࢝࢞

㯞⾰Ꮚ
ࢥ࢖࣐ 環境情報 3ྕᲷ

305ྕᐊ
4358 kagami-maiko-bd@ynu.ac.jp

➟஭ ᑦဢ
࢖ࢧ࢝ ࣖ࢜ࢼ ໬ᕤ・ᏳᕤᲷ

203ྕᐊ
3979 kasai-naoya-pf@ynu.ac.jp

㔠஭
࢖ࢼ࢝

඾Ꮚ
ࢥࣜࣀ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

408ྕᐊ
3364 kanai-noriko-jv@ynu.ac.jp

டᒇ 㝯ᚿ
࣓࢝ࣖ タ࢝シ ⥲合◊✲Ჷ S

411ྕᐊ
4190 kameya-takashi-px@ynu.ac.jp
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ᩍဨྡ ◊✲ᐊ
ෆ⥺

␒ྕ
࣓ーࣝ࢔ドࣞス

ᕝὠ
ࢶ࣡࢝

୍
ࢬ࢝

㝯
タ࢝ 環境情報 4ྕᲷ

304ᐊ
- kawatsu-kazutaka-hr@ynu.ac.jp

ⴱ㇂
ࣖࢬࢡ

┤
࢜ࢼ

つ
࢟

- - -

⇃ᓮ
࢟ࢧ࣐ࢡ

⨾ᯞᏊ
࣑ ࢚ ࢥ

໬ᕤ・ᏳᕤᲷ 304ྕᐊ - kumasaki-mieko-pd@ynu.ac.jp

ᑠᯘ
シࣖࣂࢥ

๛
タࢣシ ⥲合◊✲Ჷ E

406ྕᐊ
3775 kobayashi-takeshi-bj@ynu.ac.jp

㓇஭
࢖࢝ࢧ

ᬡᏊ
ࢥ࢟࢔ 環境情報 3ྕᲷ

208ྕᐊ
4361 sakai-akiko-xw@ynu.ac.jp

ᆏ⏣
タ࢝ࢧ

ずࡺ
環境情報 3ྕᲷ

206ྕᐊ
4363 sakata-yuzu-zf@ynu.ac.jp

Ḉ஭
࢖ࣛࢡࢧ

ᖿ記
ࣚシ࢟ ໬ᕤ・ᏳᕤᲷ

302ྕᐊ
3985 sakurai-yoshiki-hx@ynu.ac.jp

బࠎᮌ
䝃䝃䜻

㞝大
䝍䜿䝠䝻 環境情報 4ྕᲷ

315ྕᐊ
3596 sasaki-takehiro-kw@ynu.ac.jp

బ⸨
ウࢺࢧ

ៅ
シン

࿃
ࢦ

- - -

ᅄ方
シ࢝タ

㡰ྖ
ࢪンࣗࢪ ⥲合◊✲Ჷ S

202-2ྕᐊ
4340 shikata-junji-rb@ynu.ac.jp

⃅㇂
シࣈタࢽ

ᛅ
タダ

ᘯ
ロࣄ

- 3597 shibutani-tadahiro-bj@ynu.ac.jp

ᓥ
シ࣐

ᆂ௓
ࢣス࢖ࢣ

- - shima-keisuke-sh@ynu.ac.jp

下出
䝅䝰䝕

ಙḟ
䝅䞁䝆 ᩍ⫱学㒊第 3◊✲Ჷ 515ྕᐊ/         

(┿㭯)⮫ᾏ環境センター
3442 shimode-shinji-sp@ynu.ac.jp

࿘
シࣗウ

బ
ࢧ

႐和
ࣚシ࢝ࢬ ⥲合◊✲Ჷ S

506ྕᐊ
- shusa-yoshikazu-yv@ynu.ac.jp

ⓑ▼
シࣛ࢖シ

ಇᙪ
ࢥࣄシࢺ 環境情報 1ྕᲷ

213ྕᐊ
4092 shiraishi-toshihiko-fd@ynu.ac.jp

ⓑᕝ
䝅䝷䜹䝽

┿୍
䝅䞁䜲䝏 ⥲合◊✲Ჷ S

202-4ྕᐊ
4159 shirakawa-shinichi-bg@ynu.ac.jp

ᮎ᐀
ス࢚ムࢿ

㐩
タࢶ

行
ࣘ࢟ ⥲合◊✲Ჷ S

509ᐊ
- suemune-tatsuyuki-gw@ynu.ac.jp

ℨ
セ

ᕝ
࢞࣡

ᝋ生
࢜ࢶ࢚

- - segawa-etsuo-tb@ynu.ac.jp

㧘
タ࢝

ᮌ
ࢠ

ᙬ
ࣖ࢔ ⥲合◊✲Ჷ S

510ྕᐊ
3719 takagi-aya-fc@ynu.ac.jp

㧘
タ࢝

㷂
࢟ࢧ

⥳
࣑ドࣜ

- - -

㧘ᒣ
タ࣐࢝ࣖ

ెᶞ
ࣚシ࢟ ᩍ⫱学㒊第 3◊✲Ჷ

514ྕᐊ
3440 takayama-yoshiki-fb@ynu.ac.jp

ከࠎ
䝍 䝍

見
䝭

⣧୍
䝆䝳䞁䜲䝏 環境情報 1ྕᲷ

414ᐊ
3959 tatami-junichi-xv@ynu.ac.jp

⏣㑔
タ࣋ࢼ

㑈ྖ
ࣜࣙウࢪ 環境情報 1ྕᲷ

702ᐊ
4291 tanabe-ryoji-sn@ynu.ac.jp
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ᩍဨྡ ◊✲ᐊ
ෆ⥺

␒ྕ
࣓ーࣝ࢔ドࣞス

ᐩ஭ ᑦᚿ
࢖࣑ࢺ タ࢝シ ⥲合◊✲Ჷ S

403ྕᐊ
4118 tomii-takashi-kr@ynu.ac.jp

ᐩ⏣
タ࣑ࢺ

ᩯ
ウࢺ

ጾ
࢖

- - -

中ଠ
࢖ダ࢝ࢼ

ு
ࣜࣙウ

௓
スࢣ 環境情報 4ྕᲷ

103ྕᐊ
4497 nakadai-ryosuke-pt@ynu.ac.jp

中㔝
ࣀ࢝ࢼ

健
ンࢣ 環境情報 1ྕᲷ

512ྕᐊ
- nakano-ken-sg@ynu.ac.jp

中ᮧ
ムࣛ࢝ࢼ

㐩ኵ
タ࢜ࢶ ⥲合◊✲Ჷ S

704-3ྕᐊ
- nakamura-tatsuo-tj@ynu.ac.jp

中ᮏ
ࢺࣔ࢝ࢼ

ᩔ
ࢶ࢔

ᾈ
ロࣄ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

301ྕᐊ
3384 nakamoto-atsuhiro-hc@ynu.ac.jp

ᖹᒾ
࣡࢖ࣛࣄ

ᑦᶞ
࢟࢜ࢼ

- - -

㔝間 ῟
࣐ࣀ シࢶ࢔ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

606ྕᐊ
3380 noma-atsushi-cf@ynu.ac.jp

⸨஭ ཭ẚ࿅
࢖ࢪࣇ ロࣄࣔࢺ ⥲合◊✲Ჷ S

501ྕᐊ
3282 fujii-tomohiro-xg@ynu.ac.jp

⸨஭
࢖ࢪࣇ

㯞ᶞᏊ
࣐ ࢟ ࢥ 環境情報 4ྕᲷ

104ྕᐊ
4207 fujii-makiko-jd@ynu.ac.jp

➹
ࢹࣇ

ಖ
ࣖス

ᘯ
ロࣄ

ᚨ
ࣜࣀ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

208ྕᐊ
3346 fudeyasu-hironori-dt@ynu.ac.jp

ᫍ㔝
࣍シࣀ

㞝二㑻
ࣘウࢪロウ ⥲合◊✲Ჷ E

505ྕᐊ
4435 hoshino-yujiro-hy@ynu.ac.jp

ᮏ⸨ ♸ᶞ
䝩䞁䝗䜴 䝠䝻䜻 ⥲合◊✲Ჷ E

304ྕᐊ
- hondo-hiroki-kc@ynu.ac.jp

ᯇ஭ 和ᕫ
࢖ࢶ࣐ ࣑ࢬ࢝ ⥲合◊✲Ჷ S

608ྕᐊ
4344 matsui-kazumi-tx@ynu.ac.jp

ᯇᐑ
࣑ࣖࢶ࣐

ṇᙪ
ࢥࣄࢧ࣐ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

207ྕᐊ
3464 matsumiya-masahiko-dh@ynu.ac.jp

ᯇᮏ
ࢺࣔࢶ࣐

┿
シン

ဢ
ࣖ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

419ྕᐊ
3366 matsumoto-shinya-py@ynu.ac.jp

୕Ꮿ
ࢣ࣑ࣖ

♸୍
ࣘウࢳ࢖ ⥲合◊✲Ჷ S

603ྕᐊ
4437 miyake-yuichi-xw@ynu.ac.jp

ᮧᒣ
ム࣐ࣛࣖ

ኴ୍
タࢳ࢖ ⥲合◊✲Ჷ S

108ྕᐊ
3301 murayama-taichi-bs@ynu.ac.jp

᳃
ࣔࣜ

㎮則
タࣜࣀࢶ ⥲合◊✲Ჷ S

202-1ྕᐊ
4132 mori-tatsunori-ms@ynu.ac.jp

Ᏻᮏ
ࣖスࣔࢺ

㞞
ࢧ࣐

඾
ࣜࣀ ⥲合◊✲Ჷ S

508ྕᐊ
3794 yasumoto-masanori-ky@ynu.ac.jp

ᒣ⏣
࣐ࣖダ

㈗
タ࢝

༤
ロࣄ ⥲合◊✲Ჷ S

605ྕᐊ
3864 yamada-takahiro-kg@ynu.ac.jp

ᒣᮏ
䝲䝬䝰䝖

ఙḟ
䝅䞁䝆 環境情報 4ྕᲷ

305ྕᐊ
4498 yamamoto-shinji-sp@ynu.ac.jp

ྜྷᒸ
ࣚシ࢜࢝

ඞ
ࢶ࢝

成
ࣜࢼ 環境情報 1ྕᲷ

911ྕᐊ
3690 yoshioka-katsunari-cx@ynu.ac.jp
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ᩍဨྡ ◊✲ᐊ
ෆ⥺

␒ྕ
࣓ーࣝ࢔ドࣞス

ᐩ஭ ᑦᚿ
࢖࣑ࢺ タ࢝シ ⥲合◊✲Ჷ S

403ྕᐊ
4118 tomii-takashi-kr@ynu.ac.jp

ᐩ⏣
タ࣑ࢺ

ᩯ
ウࢺ

ጾ
࢖

- - -

中ଠ
࢖ダ࢝ࢼ

ு
ࣜࣙウ

௓
スࢣ 環境情報 4ྕᲷ

103ྕᐊ
4497 nakadai-ryosuke-pt@ynu.ac.jp

中㔝
ࣀ࢝ࢼ

健
ンࢣ 環境情報 1ྕᲷ

512ྕᐊ
- nakano-ken-sg@ynu.ac.jp

中ᮧ
ムࣛ࢝ࢼ

㐩ኵ
タ࢜ࢶ ⥲合◊✲Ჷ S

704-3ྕᐊ
- nakamura-tatsuo-tj@ynu.ac.jp

中ᮏ
ࢺࣔ࢝ࢼ

ᩔ
ࢶ࢔

ᾈ
ロࣄ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

301ྕᐊ
3384 nakamoto-atsuhiro-hc@ynu.ac.jp

ᖹᒾ
࣡࢖ࣛࣄ

ᑦᶞ
࢟࢜ࢼ

- - -

㔝間 ῟
࣐ࣀ シࢶ࢔ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

606ྕᐊ
3380 noma-atsushi-cf@ynu.ac.jp

⸨஭ ཭ẚ࿅
࢖ࢪࣇ ロࣄࣔࢺ ⥲合◊✲Ჷ S

501ྕᐊ
3282 fujii-tomohiro-xg@ynu.ac.jp

⸨஭
࢖ࢪࣇ

㯞ᶞᏊ
࣐ ࢟ ࢥ 環境情報 4ྕᲷ

104ྕᐊ
4207 fujii-makiko-jd@ynu.ac.jp

➹
ࢹࣇ

ಖ
ࣖス

ᘯ
ロࣄ

ᚨ
ࣜࣀ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

208ྕᐊ
3346 fudeyasu-hironori-dt@ynu.ac.jp

ᫍ㔝
࣍シࣀ

㞝二㑻
ࣘウࢪロウ ⥲合◊✲Ჷ E

505ྕᐊ
4435 hoshino-yujiro-hy@ynu.ac.jp

ᮏ⸨ ♸ᶞ
䝩䞁䝗䜴 䝠䝻䜻 ⥲合◊✲Ჷ E

304ྕᐊ
- hondo-hiroki-kc@ynu.ac.jp

ᯇ஭ 和ᕫ
࢖ࢶ࣐ ࣑ࢬ࢝ ⥲合◊✲Ჷ S

608ྕᐊ
4344 matsui-kazumi-tx@ynu.ac.jp

ᯇᐑ
࣑ࣖࢶ࣐

ṇᙪ
ࢥࣄࢧ࣐ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

207ྕᐊ
3464 matsumiya-masahiko-dh@ynu.ac.jp

ᯇᮏ
ࢺࣔࢶ࣐

┿
シン

ဢ
ࣖ ᩍ⫱学㒊第 2◊✲Ჷ

419ྕᐊ
3366 matsumoto-shinya-py@ynu.ac.jp

୕Ꮿ
ࢣ࣑ࣖ

♸୍
ࣘウࢳ࢖ ⥲合◊✲Ჷ S

603ྕᐊ
4437 miyake-yuichi-xw@ynu.ac.jp

ᮧᒣ
ム࣐ࣛࣖ

ኴ୍
タࢳ࢖ ⥲合◊✲Ჷ S

108ྕᐊ
3301 murayama-taichi-bs@ynu.ac.jp

᳃
ࣔࣜ

㎮則
タࣜࣀࢶ ⥲合◊✲Ჷ S

202-1ྕᐊ
4132 mori-tatsunori-ms@ynu.ac.jp

Ᏻᮏ
ࣖスࣔࢺ

㞞
ࢧ࣐

඾
ࣜࣀ ⥲合◊✲Ჷ S

508ྕᐊ
3794 yasumoto-masanori-ky@ynu.ac.jp

ᒣ⏣
࣐ࣖダ

㈗
タ࢝

༤
ロࣄ ⥲合◊✲Ჷ S

605ྕᐊ
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～ 講義室・ゼミ室の利用について ～

１，講義室・ゼミ室を利用する場合は、事前に予約する必要があります。

２，１号棟３１６、１号棟５１５、４号棟１０１を使用する場合は部屋の鍵を貸し出しますので、

　　環境情報学府係へお越しください。

  　ベル、レーザーポインター、ワイヤレスマイクを使用する場合は貸し出します。

３，使用後は原状回復し、照明・空調の電源を切ってから退室してください。

４，講義室・ゼミ室の使用に関する問い合わせのみ、お昼休み（12:45～13:45）も受け付け

    ます。17:00以降に鍵を返却する場合は教職員入口扉のポストに入れてください。
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